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時 の 言 葉

戦後の日本は色 々な而でアメリカ の影神を受け

ることが多L 、。

建築界もその例にもれない。しかし、われわれ

は今後の日木の建築 というも のを各自 の立喝℃考

えるときた どアメリカ の建築が進んでい るからと

いって官目的にこれを真似ると L 、ろ態度は深く偵

まねばならないとおもう。アメリカ人と日本人と

の生活や性 絡 の内務・が非 常にｾ ったものてあるの

にた どその容禄だけを同じものにし ようと試みて

みて もその容器にはどこか無理があって期待され

た働きをしないだろう。幸いに近頃¥t. 彼 のい」の怖

誌や書物に接する機会も得られる械になったし、

また建築に関係のある幾人かの人法が彼地の怨築

の突桁を視療に出かける ことも出来るよろにたっ

た。建築の而だけを比較して見てもア メリ カと日

本; との現状にはおそらく数十年のへだたりがある

だろう。 アメリカ における延嘆各聞の実情を少し

でも深 f 知ることに努めるとともにその哀肢とな

っているア メリカ人の生活や物 の考え方 lL 、つも

大いに学ばねばならぬと思う。



ア メ リ カ 通 信

大 林 芳 郎 11 I除I同
2  

アメリカを旅 していると 都 会で色村で色教

会建築力丸 、た るところで私達の限 にとびこん

で来る。西部海岸地方の町・の名 にグ リスチヤ

ゾキ戸ムの多 いのもア メリカ入がキ リス ト教

と共に 国を開拓して いったことを示すもので

ゐらう。勿論欧州のそれ に見られる織な伝統

的な純粋な良さをその中 に多〈見出 すことは

図雑かもしれないカ人それでもポゾドコゾス

トラケジヨ γ の落警きと数会建築の持つ浄ら

かさとは私の旅情を慰 めてくれた。

上はネザラスカ州の首都リゾコノ，.:ノを訪ね

Tこときに市内でFもかげた教 会。煉瓦造で塔の

扱 い方が印象的fごった 。下はニ ューヨ戸 夕、

マゾハ ツ ! /. : / T ムステノレ〆ムア グエュ ユ戸、

110番街にそびえ建ってい るセ :/ トジオ ーゾ・

カセ ドラル 7 ' 石造ゴチッ クの この教会は現 在

なお未完成であって 1975年・完成の院 には世界

最 大のプチック ・カセ ドラルになる t: ろうと

レわれて し、る。その時 には1万5千のシ ートが

両者付げられ5万5千人を牧容する こ とが出来る

綴になるい、うことである。

上ネフラスカ川| リンコルン市内のチ ヤ

ーチ

下ニユヨーク・マンハヴタン・ハドソ

ン河に近レカセドラル

ーさ三、，
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国際連合本部新事務局 二ユーヨーク、マンハ、ソタン

イースト、リバーサイド

7 メリカ えやって来て私の最も 大きな楽 し

みの一つは国連本部の新しし 、主主物に現実に 接

する こと が出来る とい うこ とでゐった。ェ ユ

戸ヨー グに現l荒して 慨 もない晴れた秋 の或 ー

日、私は私の投宿していたホ テル ・コマ γ ド

アの ｬ 前の ｾＲ 番 街 を 東え歩 いて ＱＰ 分 余り ベ イ ー

ス ト・リ ヴ7 ーの河岸 に今建 設 中の函連本 部

の工事現場 を訪ねる こ とが出来た。ゐの圧倒j

的なガラスの菌、窓即壁、壁即売主、 Tニfごしば

ら〈はじっと立す 〈んで動〈 こ とが出来な か

った。月IJの目 、 イ戸スト ・リ 夕、 アーを遊覧船

でのぼった時に川の上から 眺めた セクレタ リ

アー ト・ピノレの姿 も亦素附 しし、 ものTごった。

ミ戸テイゾグ ・ホーJ l . の部分の今租立中の積

に伸びTこ朱色の鉄筋と ヒタレ F リア ー トのグ

リーゾグラスの大陸函とが気持良レコゾ トラ

ス トを透 b出して し、る。



国際連合本部の新しい主主物は今着々と ニューヨーク、

マン八、ソタンの東河岸に建設中でゐる。事務局は殆ど

完成してその素晴しレ そして モニューメンタル な姿を

イースト 、 リーパーの水面に写 している。鉄とセメン

ト、軽合金とガラス之等の組合せが心憎 いまでにリフ

ァィン されて建築として世界の最先端を示して い る

左上 セグ γ タ リアート 西側大! i l r 菌、窓枠、サ リシ

ユはすべてアルミニウム、窓ガラスは吸熱用

の gr een gl ass.  

左下 全上背側大理石の塁豊富

右上 全上屋上パラペッ トのグ リノレ、柱、 F イノレ貼、

グ リノレアルミナ ム、 床、 クリユノカ 戸F イノレ

右 中 全 上 一 般 事 務 室 の 窓 、 上 げ 下 げ 4 択 x "i 吹 1

ロサ、 グエネ チア γ プライゾド、窓台下ェアコ

y テf イジヨェ γ グスペース。

右 下 一 般 階 中 廊 下 、 天 井 、 布 孔 ア ル ミ ナ ム板 、照

明、蛍光灯、塁走、スティ ーノレパネル、床、ア

スフアルトタイル、 ドアスティ ーノし 、皇室内 エ

7 _ コゾテ. イシヨニゾタ'
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南カリフオルニアロサンゼルスの街に戦後

建て られた建物の rlTで代表的なものの一つ。

ブルーデンシアル保険会社ピル巧妙な平面計

画。多彩な一階のストア群。一般階に見られ

る窓の面と鐙の面の コント ラスト 。南面する

各階の窓につりられた特異な ルーパー。 ロサ

ンゼルスの街は活き活と動いてい る。

12月の上旬、南カルフオルニアにやって来

ました。了度日本の初夏の様な気候で、ロサ

γ ゼルスに約一週間滞在しましたが暑 い 日は

ジヤツ一枚でドライプが出来ます。既に 7 オ

ラム誌などで御承知のプノレデゾシアル ・ピノレ

カ4矢張 b私の一番興味re号1ｾ、 ｔ こ建物です。窓

の無い壁面はケ リーム 色の人造石ブロックで

しょう。迷窓のある南面の墜: は窓と窓との聞

は肉色のテラカ ツF 各階の窓の;真上に 5 択余

bのル ーメ 戸庇を横 に連ねて 取fすり て い るの

は勿論南国の日射会考えての ことですが 、長

れ等カ王かもし出すデザイゾの |面白味はまこと

に味いのある ものです。

量宣言十者は ウ戸デマゾ、ベケット両氏の協同

です。この建物はf i ' < 険会社の投資 によ るもの

t: そ うですカ人 ウイ ルシヤイ 7 ・プ ル ヴ7 戸

ドに面して一階は銀行百貨脂、商応力三' 主主業出

来る厳 に計画され二階以上は貸事務所で来四

に長い pl anni ng となってし、ますo U 頁の qr

の写真lま商似IJ の日を受げる竪 にある窓につり

られた廻転 ) L ｾ ヴア ー で右端の方は締め切っ



たところです。その下の写

真 は、一般階え行〈エレ ー

グエ ーF ーなどの ih るロピ

イーの入ロ。

7頁上はウイルシ 7 イ7 ・

フノレヴ7 - r か ら南西部分、

を眺めたところ。その下は

有ij 庭から一般: 階の南面を見

上げた 色のです 。

このプ凡ーデゾ シ7 ; L の

他に 〆ウγ F ウ γ に矢張 h

戦後 に同 じ設計者 によって

出来たベ トロリウム ピノしと

い うのがゐ b ます。 この方

はプラ γ は「日」の手方の

当 b前のもので すが、エレ

ゲエ ーシヨンは一寸大阪の

「そごう」ぞ思 い出させる

織なヴア 戸テイ カ; L のサ γ

シエイドが各壁画の君主と窓

との問 に設けられていてド

ラマテイカルな効果を作 b

出して い ます。な lま目下矢

ｾＡｊダウ γ タウンでホテ ［ｌ

スタトラ F カZホテルセゾタ

ーを建設中です。ロサゾゼ

ルスの街は活き活きと動い

てレます。



ポストン に近いケムブリツヂ慣に作られたハーバード大学の

学生 ドミトリー。グロピウス とその協定問者連の設計

型 = -
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ポストゾに近いケムプリツヂ市に作られたハ戸バ戸ド大学院宿舎施設は私がこ

の建設に施工を担当した 7 ラ戸会社の入に案内されて訪ねた 11 月の上旬にはす

っか b完成して、各ドミトリ戸にもコミュュテイ戸・セ γ ! >t- にも学生の擦を

見ることが出来た。この一群の建物はハ戸パード大学で教鞭をとっで いる グロ

ピウス数授とその協同 者主主との協同設計による もので七つのドミ トリーとコミ

ュユティー・セゾターと集会所とは夫々不規則ではゐるが巧みに配置されて、

この物静かなハーバ ー ド大学の学闘の中にモダ戸 γ ではあるが周囲との調和を

;鹿きな い気品を保って作られて い る。縁の芝生ークリ 戸ム 色の壁面ー軽 快 な 渡

廊下、 一つ一つの建物よ b 色集団的に計画された建築詳の美さを短い秋 の 夕 暮

に気持良〈味うことが出来 Tニ。



ボストン を流れる チヤルース河岸に主主つアパートメン

ト。カンテイレバーのバルコン は黄 ・緑 ・赤色塗分げ

られている各戸の面積は大きなものではな し、が厨房の

設備はゆきとど いたものでゐる。



左 上 サンフランシスコオークランド・ ベイ・ブリツヂ

左 中 ニューヨークイーストクーパン河岸 に建築中のアパート

メント

左 下 ニューヨーク夜のフイフス・アヴエニューの一向席。 ノ

ンサッシユ・ブレストガラスの ドア と盛天井は波裂ガラ

ス板、内部鐙光灯・床・紋降敷 ・内部壁・ベニアフラツシ

右上中 ニューヨク建築中のオフィスビル

荷 下 ロルスアンセ・スの新しいカフェテリア



SI X MO O N  HI L L  

の 住 宅

殴 計 T H E A R C H I T E C T S  

C O L L A B O R A  T IV E  

T H E  A R C HI TE C T S  C O L L A B O  

R A T I V E 略私T A C ｉｾ＠ W A L  T E R  

G R O P I U S  を中心とする建築家集

団で、その業費 ｉｾ 長近注目をひいて

居る。この住宅は T A C のメ γ バ 戸

がレキシヅト γ 市郊外 S I X M O O N  

H I L L に建てた夫々の自宅を含む住

宅苦手の内の一軒である。

床仕上のスレートと煉疋遣の媛炉

のコ γ トラストが美しい効果を生ん

で居る。

食事室南完まの所にある食卓は台所

ヘレ ー ルで動く。食事室と居間｜ｾ緩

炉で見切 られて居るだけだ融通性の

らるプラ γ としてるる。

照明は移動できるスポッ トライ ト

}こよる。

ζ Arclt.. Forl l m J ll ne  1950)  

上 ｾ ｌｌｬ 匡幸三t ー ヲヰザ ，-j
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裏口から紐育へ入いる : 一一一一一一 事の場所まで相当歩かな〈ではたらない事がらり、 是 う

英の背伊j かの映l均iでー米国婦人が船で初めて紐育へ到 なると自動車も文明の利器では有り得ないと笑った人が

涜して船窓から見る大経手打lj の偉観に思はず「オーニユ あった。従て建物を計附する場滑に「パ ーキγ グ」の 「

ーヨーク」と叫んだ場聞のあった本を記憶する。米国人 プラ γ 」が相当宣言要な問題となって来る。桑港市の「ユ

でさへ初φて紐育へiおいた時( " l : 思はず感激の声を漏す位 ニオ y スケアー J .tま広場の地下地: 鉄筋 コゾグリートの 「

だからお上りさんである我々なれば「オーニューヨーク ガレーヂ」となっている。建物の完まから眺めると緑地帯

」の「オー J を一体幾つmけなくてはな らないだろろか の広場ヵ: 突は英の地下ぬ:数階の地下「ガレ戸ヂ」とは誠

と心官官に思っていたのでめったが肝心紐脊へ到j訴した時 に商積を有効に使った都道計附てある。これからの昔s市

はさっぱ h そろ云う感興が起らなかった。後で考へて見 計画は自動車と飛行機{ " l : 相等竜裂な「フアク Y - J とな

ると飛行践で到iなした我々は飛行場の原つぼの真中で降 って くるので英の内には飛行機で前いても裏口から入る

ろされ事で市内に入るのにTlft紐脊の裏口から入って行 様な事もなくなるであろう。

ったので あった。成濯往時外国からの喰ー の交通機関で 米筏術者の工夫と努力と勇気: 一一一一一一

ゐる船の3現前する紐育継は市の所謂「ダウゾ、タウ γ 」 私t" l : 会ふ人毎によく話すのであるが華f何へf {fいて先ず

にあり港内にスると先ず有名な自由の女神の像に迎へら 館 ( l Hは大都会に似合はず街の非常に静かな事である。

れ埠頭に1ft けば見渡す限りの高府建築1閉ま全〈目を奪ふ 私は「シカプ」から輩府ヘスったので殊更にそう感むたの

詐りである。折角我h は 人 知 の 創 り 出 一 一 一 一 8 f t •• 4 f t  •• . . 一一一一ー かも知れない、夫れは「シ カゴ」

した世界第一の文明都市に入りながら

J I < の頭初} こ味ふ可き、叉唯一回 きりし

か味ふ事の出来ない感興をみす外して

しまった事は如何} こも霊長念} こ思ったの

で為った。

然 L 交通機関としての速度と云 ).点

にたると殆ど他の如何なる( のも到底

飛行機の敵で伏有り得なし、c i ジ7 ト

ル」から 「 ポートラゾド」の Ｍ ｔｾｲ［ へ

見守に行った時の事で t?った、。: きは

「パス J で 5 時間もかかったが帰りに

時間の関係で飛行機に L た処飛んでい

る時聞は正味の処約30分伎のものであ

思 ひ

ヰ
」
巧

出

市の「ワパツシユ」街の如きけ上

に高架線が走り、笑の下を市電が

る 走っているので英の燥背だけでも

相等な 4のである、処ヵγ ワシ γ ト

ン J ヘーI E: ると街の大部分 が公園の

立日〈静かてある。気がついてみる

と街の燥音の源とも云ふ可き市電

が全々背をす. てずに走っている の

てある、「 ボギ ート ラック JC台車7

7 . ，; 特殊た設計になっているとの事

である。背の静かな序にもう ーっ

4LのF郎、た! # はすf しい犬の大使 器

を見せられたが「ボタゾ」を押す

と相等量の水が出るに拘 はらず渦状に流れ込んで殆ど音

を立てぬ事でｾる。 「 ホテノ ｾｪ て夜間隣室でこの不快 な

音に悩まされる事は再三t . : > るが円本人なぞ{ " l : 市電はやか

ましい物、水は出せば背の ・すと Ｎｴｾ と頭から 決めてかか

っているので、是んな事まで改良する工夫はせぬのであ

ろう。「テキサス」 州、! のー現場て円伎の仮持に紙の仮枠を

使っていて所要期間を経過すれば予め附けられである

「スパイラル」状の切込み線に依つでぐるヤると紙をめ

くって行けぽ仮粋用車しが出来ると云ふ択でｾる英他 「ス

ラプ」仮枠不安床の配筋不要と云ふ械な鋼銀製構主材料

や色んな新材籾が次々に考案されている治改良と: t i 1J迭に

対する努力( " l : 大いに敬蝦に仰するものLとある。 又是等新

材籾を取上げて之を契際にド γ ドゾ利用して行〈と云ふ

点に於ては更に敬服すべきて、我国に於ては新しいも の、

特に ｴｾｬｬ 浩材籾に関するものを ｦ 長期する勇気に乏しいのは

誠に遺憾である。

ゐちらでは年 々新材狗が発明されて行く のは之を使用

する仰jに夫れを助長せしめるだけの勇気があるからであ

ろ号、我国の現状でけ英の更勇気C 欠けている事を責める

) .  

鴻 池 藤

るc i ジャ ート ル」へ到 iyj しながら中心地と関連へて芥

気に新 聞 ｾ ｲ 涜んで いて「ス チワデス ｊ Cサ ーピス係の女

子〉に念のため地名を聞いでから慌てて飛降りた始末で

あった。 我々は園内の 旅行t" l : 大抵飛行機を利用したカ若

いむ母さんが赤ちゃん連れで乗込んで居る1tm珍らしく

丁度目 ftf 屯車や 「パス 」に乗る程度に飛行機が利 用され

ているのである 、見ていると「スチユワデス」が数種の

ミ凡グ縦を出して赤ゾ坊伴れのと母さんに「オ宅では何

のミルクをお使いですか」と王手ね桁定されたいえのを乳

瓶にス:れて持て来ているが i 41- ーピス」の行届いている

のと飛行機の利用者の範囲の広いのに婚かされる、紐育

に滞在中 「ェア ーポ戸ト J '" 人を迎へに行ぐ時ついろつ

りかするとごケ所ある空港のどちらで t? るか名前を聞い

とくのを忘れたり、各方面各 ライゾから殆ど10分が時に

依 ると 5 分置 きに飛行機が到着したり出発したり 、初め

て行くと随分 と間誤々々させられるのである。飛行機が

慨に特殊な采物と考へる時代が過ぎさった感がある。又

自動車の数が多いため市内で食事時間の駐車場所を見附

けるのにー苦労で、やっと見付けると英の駐車場から食

13 



可さぞ、時々無責任な点A却を諮り 出す製治集者側を資め

るIl l きぞ、六 ケ敷い問題である号。

ｾ港名物 ｺ 一一一一一一

「サ : / 7 ラγ シス コJ ｾ ＢｩＮ 援 の多 ｌ 、街である 、 従て 市 内

には「ケ 戸アソレ カー」が走ってい る。「テ レ ビジ ヨν 」

の附いた最新式 の高級乗用車と併行 して一見田舎町のガ

タガ タ包事然たる「 ケ戸 フールカ戸」 の走ってい る事は全

く他 の街では見 られぬ 風 設でらる。この「 ケ F フツレ カ

ーH 主総点へ来ると「タ ーy テ戸ブル J C回 転 絞〉 に乗

つけて車掌と運転手泊= 手で押 しながら向きをdt へるので

ある。

ＡｬＷ ｾ ｴ 幽を見に行くと切符先場で金を払ふと「 カ ウゾタ 戸

」の向ふで切符娘が「ボ タン」を抑せば釣銭が計算総か

ら谷:の手許まで滑り渇; ちにカウ ゾタ ー」の目の前の穴か

ら入場券が2 "JXなり 3枚な わが出て来たのには一番i比叡j少

々而喰らはされた。如何に機械化時代 とは云へ吹闘の切

符まで機械を使はな〈てもよさそうなものをと考へたが

ｩ 比維して来ると矢張これで無し、と能ヰ ｾｾが 上らないそうで

ある。是隊に機械イじされた米国でこの桑港市の「ケ ープ

ルカ ー」だけは古色蒼然たる姿をして必的、の「ターゾテ

ーフノレ」では二三人掛りでわっしょい押し合ぃ向ぎを変

へている有徐は誠に珍奇である。

コノ采浴の「ケープノレカ ーJ ¥1. 米凶に於4ナる名物の一

つ-c我凶で謂ふ名古屋城の金のシャチホコの係Yょ1E{f ; で

あって自動卒の多い今日では少々邪魔になる{ 立たそうで

ゐる泊苦からの名物として市長治市民投必の結米多身長の

翁皇により存諭しているとの挙である。日本人l玄米国人

と云ふと古い物I" i . 総て捨て去り新奇 Jなもの詐り追ってい

ると思い勝ちでゐるが米国人の感情の中にも古いものに

t. t¥tL習慣を重じ風習を尊ぶ気持の少くないのは年中の行

，hの中でもE延々見受けられる処である。

歯防省と庭園喫 茶 庖 : 一一一一一

「ワシゾ トン」の国防省、は英の平面が正 5 角形になっ

ている処から俗紘「ペ Y タゴン」と叫はれているが渡米

中 3ヶ月間合衆圏内で自転事と云ふものを見受けたのは

後に 4 先にも此の建物内のlぷい廊下を走っているのを見

掛けた位のものである建物 内に特別の通路がらって専用

乗合 自動車治:走っているが室から室への書類の運 搬に

は三輪車が廊下を走っている、自転車と云ふ のは即ち之

でゐる。建物 内の|尚腐街は理髪庖、本屋、服屋、 ラヂオ

屋菓子屋、汽車飛行機等の案内所共の上 「ワシ ゾ トγ 」

市の有名な百貨庖 「ウツ ヅワ戸ド」 の支!苫まであるのに

は驚く の他ない刃建物に当る朝 日と夕日 に依って建物j の

東側 と西側 と英の者s皮相当室温の聞 きがあるのでこの気

温調節は自働的に作動される様設計 されているそ号であ

る。建物のゆ失tこ広い中庭があって互にはl刻中処々に喫

茶広が出張し「ピ ーチパラ ソル」の様なものを立て音楽

もやりながらお茶を喰ませるそ うでらるが日本の参謀本

部や陸海軍省では一寸考えらh なし、風景℃らる。 r能〈

学べ能く遊べ」は私の多年の念願であるが貧乏 l止絡の伐.

固では 仲 々突行さｾ Ｂ 得な い、此 の固で ｬ 主義ましい許りに

之が笑行されている。

飛行後の中の 「シャンパン J : 一一一一一一『

日本からの出発は ｲ Ｏ 戸 スウ エ スト」でｾｲￆりし て「

アラス カ」の「アシ カレヂ」へ、帰りは「パゾアメリカ

ν 」で「ハワイ」経由羽国へ一一ー之か太半洋を減ったｾ［｛Ｎ

の「コ 戸ス」であった。 「ハワイ」で2 日滞在の 1'1'1 日以

市内各所及附近を「ドライブ」したが説' & ( i tこ米凶の削光

地だけあって道路の立派なヰ¥1 . 全く能 ぇ詐りで市内は郊

ふに及If ず山の中の道路でも至る処立iJt( に補袋されてい

る。主拭正々 日冷本; 人の娘から見れlは才ず1 余り J感窓心する程の凪J先℃で

tは主ないに拘らすず. 道E路各と云わず「ホテ JルL- J と云ず毛戎追凶と lは工

比I駁交にならぬ{ 必位企ぶ: 金が掛けられている。夫れにつiげTても』花記

国の美しい凪f恭誌治が; J 埋! 笠霊れて終つている事lは主立如如如u叶i上.[何i

2が古ぷ:す宇: る。

桑港から「ハワイ」まてーの飛行機内の「サーピス 」は

全く箆く許りで食前に「ブドウ」酒、食後に 「シ ャンパ

シ」夫れも「ボ ーイ」が幾らでも後から後からつ ぎによ経

るが「 ハワイ」から日本の聞は食事以舛は何も出なし、。

この聞の忠良が如何に競争が劇しく如何にim光符が多し、か

充分想像がつ くであろ号。これ等の観光客をも号一少日

本まで引張って来たいものである。仁筆者.Mi 也組社長〉

理 想 的 床 材 料

リ ノ リ ユ ー ム リ ノ タ イ ル

ー特 製 Y ノ' ) . : t ・ーム糊

東 洋 リ J リ ユ ー ム 株 式 会 社

本 社 ・工場 兵庫県伊丹市伊丹玉五 八 電 話 伊 丹 1 ・51 ・69

大阪事務所 大 阪韓 民 主 ぷZ F J 和 ピノレ 綜 支局 東 京臨 央 霊 前 男正 号564 和ピル
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アメリカ建設界スナップ

No.  1 杉浦博士

博士は紐7守核研究

所 に おし、て数 十 年

の問研究を絞りら

れ合衆悶で一、三

と式われ円本人の h

誇 b とするによ己る

も.: (F. である p

No.  2 紐育ガン孫

究所玄関康問の

一部

「この耽の rl ーには

多くの入迷の生命

を救う為に紙< Hi 

カな人迷が絶問な

〈勤労してし‘ る」

と記してゐる。

No.  3ニューヨー

ク、スチーム、

カンパニー及び

火力発電所

スチ ーム、カゾ パ

エ戸は包:力、ガス

7J<: . i : oと同様地下パ

イフによって市内

の建物に媛房J I i 蒸

気 を 供 給 し て い

る。

No. 4. ニューヨー

ク市立病院

病院ω背面で、京

商してし、る。! 有の

五" を受けるために

四つの習が ｉｾ てい

'  
Q 。

No.  5 ワシントン

大学々生ホール

の一部

正面に見えるカ {

テンは新しし、建築

J材料で開問自在の

附仕切でl厚司! l 布製

レザ ーである。

i尚 池 藤

No. 6 新しい天井

仕 上 材

薄い 金 属 性の板

で、向し、艶消 しラ

ツカ【で仕上げら

れ て 、 防 音、 防

熱、防火性となっ

てい る。

No. 7 プラスチツ

クの進出

新しいエスカレ ー

タ ーで両側の側板

は 、 ｾ ｉ ｜ 透明のプラ

スチ，/ p に な っ

て、内部に一面告を

光燈がつ いてレて

足元は十分切る い

No. 8 ワシントン

大学スタディア

ム

コゾ ダリ戸ト のス

パイラルは昇降用

のス ロ- 7・で、観

衆の通る処では、

階段 によ る事故を

防ぐ。

No.  9 パイプ足場

〈その 1コ

デパ ー トにおし、て

営業時間中にパイ

プ足場で天井の低

気修湾ぞ行ってい

る状況

No. l Oシャトル某

銀行支庖

r ライフ、イゾ、

システムが発達し

ていて。写点中央

に見える小さな窓

口は自動車で来る

顧客の取引 口で ゐ

る。

No. l l へンリーハ

ドソン橋

ニコ ーヨー グ市の

;東側を流れるイ ー

ス ト河と、西を流

れるハドソ ν 河の

合流点 に架ってい

る。

15 



No. 12 パ イプ 足 '

場

国際連合の現場

においては、室

内作業に、殆ど

企部パイプ足場

で、高きも 巾も

自由に組立てら

れる 。

No.13 コンクリ

ート ｲｾ イプレ

ーター

一輪車什のガソ

リγ 、 エ γ ジ γ

で、 その後に見

えている二本の

混棒におって、

狭 い足場板のと

を一人で自由に

移動させ る。ェ

γ ジゾか ら右下

に見えてい るパ

イプの端に、 振

動翼がついて、

これを打終った

コゾタリ戸ト の

中に差込む。

No.14 現場一風

景

現場には昼食時

になると 弁当屋

が自動車にパ γ

や飲物を積んで

やって来る。

No.15 コンクリ

ートパイプ レ

ーター

尖舗の振動資で

ゐる。

No. 16 プルック

リン下水工事

現場

移動クレ ーゾで

摘み上げては、 .  

上のトラツ F に〆ンF

土を載せている'

状況である。

No. 17 紐育マル

テイブルイン

ゲストリビル

デイング〈集

合貸工場〉

これ は工場の集

会アパートメ γ

トハウスで ある

設計者在ユユ 戸

ヨ - 1/ 松井氏。

16 

No. 18 鉄 骨コン

クリート仮枠

鉄骨建物スラプ

コγ グリ 戸 トの 、 ごF

梁ードの仮枠で鉄

骨に針金で祭給

されて い るので

サポ ート は用い

られなし。

No. 19 コンクリ

ート作業

左端に見えてい

るのが、プラゾ

トから現場まで

コγ P リー トを

運ぶモ ート ミキ

サ戸で、 トラッ

クの上 に横刻の

ミキサ ーが積載

さ*1- tこようなも

の。これが現場

に到若する頃に

は、コ γ クリ ー

トは線上ってい

て、写真中央の

綴被ホッパ ーに

コゾグ リF トカ三

ゐけられる 。

No.20 プルック

リンく紐育市】

下水工事現場下

水府コゾグリー

ト角塑暗渠で中

央のフノレト ーザ

ーで土を押出 し

ては移動クレー

ゾで上に摘 み上

げる。

No.21 サンデイ

ポイン橋梁現

場

ワジゾトゾ東北

三、 凶 十日翠の地

点、にあるサゾデ

イポィ γ トには

、チェサピ ー タ

湾を横切っ て延

長二恩に及ぶ橋

梁でゐる

No.22 サンデイ

ポイント橋梁

現場

右端は、海o: ft に

浮 いてい るコゾ

ク リート ミキサ

ーとタワ戸 の

部

No.23 ポートラ

ンド某木材工

場

ベニ ヤ板の打抜

焼付器 でゐって .

製品のペェ ヤに

キズがあっ? こ場

合その部分を打

抜いて同時に そ

の趨へ叉焼付け

る機械でゐる。



米 園 建 築 雑 感

欧州に 2 ヶ月、米国に 1 ヶ月半紡{E して! l t界の最近の

建築を税ると共に世界の建築 の ｚ 訪日 ｪ を主 ｵ る機会をｾｾた。

スイス、イタリー、フラゾス、ド f ツ、イギリス、ベル

ギー、デゾマーグ、スエーデゾ、アメリカ. ，ど馳け廻っ

た 3 ヶ月半の日をi Gi-' てこ、に米: Ei iiii 化 '1・tニI&; じたとこ

ろを斜感として御紹介寸るλ 第てある。

スエーデゾ、スイスの建築 ｴ こ ｾｩ 札、て ｬ 工批に込嘆文化の

2、3月号に掲載したので、欧州のえi: 築十二富小、ては後日に

総 h たいと思号。

1  搬設

河' ; ( ，; の機械ブJ と生産力に; 滅に敬月以せ，. "る そ得丸いもの

で手，り、叉これに匹敵することは如何なるい ｈ ， 及げ ｾＮｵｊｲ

である。しかし此の機械力、生以i }J が裂して人I昔lの文化

生 ｩ 置に ｩ ， ｾｪ 足を与え得るものか害対、疑問 ｪ で主 Ｓ る。文明の発

j半(工 ComI or t abl e で而も使利た I Er. ll を粛す。而しこの

鋭利ミiミ; k lこ徹底する時そこにとんな恒古語 1よれるものか

は副主し し、。規絡性とそu にfl' ，; . Speed 性が応用され

るわけてある。これが一般生活に又建築に粛す影響はど

八九: ものか、最早工芸的たIUi 似 のよ二的感誌を脱してf U: 似

の史的感覚 i・二移る道程である。以外I'!.¥" にえカゾヂナピヤ

ベ' ベイスに Joられる如き来的感覚¥- ;1とい1に於では夫われ

つ込ム心といっＭｲ［沿言 ー ではな ｌ 、 。 ￎｨｬｾ ミーたものの ｩ い の笑、

fL [ j 総の中の美、これらは時と場介に j " ｨ 生き生きと ｾ￧ の

茨し芯をd A . わすもの℃ゐ旬、実利主主: に見出されぬ美し

去ーを先制iするのてある。 例えばラ タナ ーオ スベ J I . グ氏に

よって設計されたストックホ J L - ムの市Ij ' 舎はナシヨナ J I.

ロマンテイグの時代の絶，] J ' i とも云ふへ: : r 作品で疑ひも無

〈怖かし成功て今日i1ij 悩3誌に佼る多〈のデテイルカ: スエー

デゾの往築にある。そして初タドの2予測にfn) らず、英の制

ＺＲｩＭ 古の例ＱＢＧ Ｑ を発担 ｉｉ し、こ ｌ にすべ「の折主ｾＺｩＮ哉の間にあ

って例入の344買がありそして全体として鋭ひも無〈スエ

ーデン }:f¥Ｍ｣Ｚある ｣ なぜなら其等のＮｻ［ ｾ 災と特性ｻずこの市パー

ヂ7が此の時代の典型的ゐ: 生版物であるからでおる。ス f

スの話謀、めらゆるデテイルは細心の也苔. を裂し、英の

flJ. l線と色診はえ カンヂナピヤと共にスイス建築の表主主℃

2らる。 色の調和、家具、官僚e. i出、に至IJ るまですべてが此

の穿週矢の中に主、って、北欧の芸 ｾｉ ［ ｩ が ｾｬＺ れてきている。

米H: 'I の突事j主義を経裂す るもの℃はなし、。米国からは

この災平I j 主義、合型主義からll ，l ; . l l i される突しさを学ば

ｾ＠ ¥ばな b なし、。徹底・せる合理ゴーぷはこ u らの鋭絡を生み

だし、これらを合li 見せしめる $peed をもっている。ミ

してi I T 棋の美を生人出しているから℃ある。澄し文化の

欠陥を米国に見出す所以のものはち便利主義の高度の発注

竹 主乞' 平

の為℃ある。これは米fHの文イ七t 二反折するものてなけれ

ば叉ヨド殺するものでもない。欧州からばひは来 ｛ｾ￬Ｂ から見

た米包i文化への批判にJO' ¥if なu ・。

米国の建築家は恐 lヲ〈多くの悩ふそもっ- いることと

思 ) ' 0 Iとと( ; ; の人々 は米凶社会1: { ' : んて千会長のik築勺行く

べき方向に悩ん仏、るの℃ある。現白米ji4をリ ー 1: する

有名なｾ嘆家の ＸＰＥ ( : ，: 以外|のんi で あ る 。 斗 t : ) の人

j主の活経と第 2 の! 1: ; II. 出る建築家がこれらの解決を如何

にしでゆ〈か、 20年、 30年の'i:>{-・*' の米1-1"1延期の行〈べd -

J主;こT山ζJ 切符をもつれ Tてゐる。 j見絡め乍活か らIl-: まれ

ζ 3文化のj切f;f "Cj;; ，ふ0

2  米国建築の必J主主

['4永. 組織の形成が初期j的段階、初期的問先に於て欧州

かウのちＧ民により成むれ、それが彬目立ｾｊ￭Ａより淘 Ｑ ［Ｙ、大陪，Ｉ，Ｎ ｊ

へ穆j をして行ったj j J 程に於て芥の居住j : . . ) : ;よか各自の伝統

的どもの、ｩｬｩＮ｜去の生活保式の ＱＺＮ に ｊ ，ｾ鍵を ｛［Ｑ :- 、まt l l の翠1

を取って行ったことは必然的現匁と主主ふことが出来ょ

う。この欧州メピ主体とし夫多極民以の彰ＺｾￌＧ｜よ ｬｩ￭ｪｾ ＱＧ￁袋二点Ｚを ｦ

r . . ; 礎としたコロエヤノレスタイんの形成を見た。

移民の開発 ＨＱ 民主主ｊ｝Ｇｾ集しは形態をとり、ず ｦ ｴＩ ｎｴ￺ｉＮ のＨＩ目妬と

交喚経済の助成はj c の Local i t y の後触そdl' り海地都市

のf己注とたって1-1・ったo BOl; t on t也械が I " ew E ng bnd 

とL で英凶的社喋株式かjl 品、い をi! : i める事ても認識され得

る。又之よりやｾ p!.j w; の手li 閥系統の来! 川地域が和閥的建

築ば，式に色 どられ、更に南部のスパミ ヅシユ、アイリツ

シユ系のtl l!lJ.xil ; こ号した系統の St yl e ;c色どられでい

ることに於て託加ぜられよ号。

ｊｧＺｾ 寸るに ｛Ｋｬ 公約五がよじ校 的近 ＱＱ ＱＺＱ二開設 され、独 自の文

化に桜も生' やしての発i主i凶去を以 らなかった米I . rlが移民

の光1ft 文化の移附に於で始まる，: 1 1 : でイ主! 爪主もとより之に

l封述寸〈地ぷ秒j カ: 停止tのf施日出 f.:" 白かれーいる-i; は、ド然

行定される。

iλ] 地IllJ J i = への私動、部J 芹JSJ ょののきi1' r' ，工|局定必業のム

に立脚 ｌ た生以 ｾｪ 怠ではなーＨ地下車塁手 Ｒ ・ Ｔ 会 ｪ のｾＱＧ日以 Ｑ ＧＩ，戒は

土泊所有と云った対象に依 0 駅の閃ぷと之 y.-:: 結 ぶli :1路、

UV: 設定築、急設がll Jllーの建設 i 二?亡殺 され---1... 、た。

的止と処に光{ 主民族としマのアメリカ γ イゾデ 7 / ，の建

築{: ¥: 米l凶建築の近代化へのお持たる物'J/ ' j 工〈、消極的な生

活隊式として沈み去った。

米 ＱＢ ＱＧ Ｑ 建築の発民ＡＺｦｲと云ふか五ｾＯｻ付金と移行性に就て概念

的に考祭すると、初期には欧州方、らの移民によりt J t.裂の

まEyIf と之に関連する H ouse hol cl er 等の第 1 極熊祭が

泊γーを占め 、次いで交易経済の liiiJ 隼は分架化の illi 挺とな
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り、楽孫、海J告白日市の発展ーの速度を早めた。然し一方農

業経営に基礎を下した人達は其の生活閣の限界、生活段

式 の刷新It.自 ら緩慢であり建築後能に改革を求占うる事は

其れ程 ｾｊｎ＾ｴ したい。こうした総得の ￉｛ＺＺ 障から来る思想

の保守性も亦生活文化を肌宮する一夜因であらう。何は

とも あオ 吋七 都生 ｉｾ 械が河川交通の使 にめぐまれ地 下資源と

の関速に於て第 2 稀政支4 の発展を増して行ったことは都

市疫の発擦をうながし、都市人口の築 拘b 形を耳支り漸次

Manuf act ural Zone のJ長: 7，. を速めて行った。内在す

る産業組織の近代化は之と平行して建築生政にも刺裁を

与えて行った。それは工場設Z廷に於て生産力の向上のた

め流れ作業の採用等J η する工場規模の拡大意図1;): 1-

.ong  span の解決によって更に便利化され、或はか L

る水平的拡張に対比して笠間利用、垂直i析而の手1J . F自に土

る立体的工場の発反を うながし、軽工業品目に於ては交

通 、 労働、 人口 と関連、 Ｎｾｩ ￭ 市工 場として可成り見るべき

ものがゐる。米間的Local i t y I ndust ry の発展は近代建

業として自車問n: 場、航空機工業の機能を高め、更に

l ong  Span の 嬰 求 は St eel Const ruct i on 按Jn材

T r uss や Ar c h となつで表はれ工場建築としての性絡

を形迭って来た。煮たI玲近只l ass bl ock の利用により

、滋は E qui p ment の利用に依り然窓工喝への歩みが

窺 とれる。

産業資本の舷頭l工ぶ商業資A > : の惑もなを市め 、初心、深

議中心に肉祭 Ｑｴｾ 担 ＡＱ ｴＮ￟築としでの独自性党規定して ｴｲ っ

た。第 2 次産業の発展は断次第 3 jj，注業の嬰求をうなが

し、これ等の相互手1J 似より相互集結を計り海港の立i1tt 条

件 が更に助成的役 ｾｉＡ ｉ ｊ を持丸、西部ｊｩ｛掃のｲＮ ｴｾ 工業主 Ｑ｜ 市とな

るて行ったo ::-lew Yor k は共の代表的なものと云ふこ

とが出来よろ。

3  今自のデザインの涜れ

一体米国の廷: 袋，の中に米凶の1 1 I i 1 性ヵ立111可械な処に如何

様な形で5 J l : はれるであらうか。米国建築を想起するもの

は Ne w Yor k の Skyscr aper を以て米[ 司的なものと
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地 ｦ 一往ミ③ ｄ 主 ｾ［ｊ

w  J トア- } ¥ンカー

陥 ラ 工場・倉庫 ・ガレ ー ジ

;i の 扉 に 御 使 用 を 御 奨

人 め 致 し ま す 。

吊下げ室長

1号- 60kg2号10G- k g

( 金固有名金物〕

庖 に あ り ま すJ

J . O.J ｾｮ ドア ー ハンガーは草Ｎ触の周囲は鏑校
入ローラーベ 7 リγ 0・主主Eまになって居 b ます

から丈夫で扉の開閉が軽〈取fすには吊下げを

自由に綱節できます。

製造元 ・大阪・ 大同鋳造株式会社

思考す る。

然 しアメ リカに於て、 ドイツに於て成されたネオクラ

シスム、伊太利の裁はフイゾラゾドの成した新信築淫動

等 、 国家 的ＧＯＮＮｾ去 に於て国家組織を 起点としての稔築家鮮

の動き、震は作品の傾向と云号ものが形態化 されている

でゐらうか。これが解答として米国の特性、国家形態が

こうしたものを一体として展開 し得られない宿命を担っ

てい毛・と云えないだろろか、 邸ち Organi zat i on と

De mo- cracy に立脚するための統一性を求める上に鳴

難性、云ひかえれば多種民主矢の結合による個人の性質上

の相違は合流への間難さが当然司存するわすである。

然らば Skyscr aper が米国の代表的なものにおかれ

るとすれば、それは立地条件に棋をつけた商業主義の結

合がもたらした所産でらって Desig n 上の方向性を求

tb ることは適してし・ない。

喜きするに米国にあって米国文化 として一貫したものを

求占うると云ふことは可成り困難である。第 2 次大戦前海

は欧州l文化の吸J放には可成り努力がはらわれたが、建築

的に何処迄自己芯識がらったかその探求は可成り疑問視

される。

こうした状勢は第 2 次大戦前後のJ O( j+lflt築界の l ead-

er 連中の渡米に依りこれ等巨匠を中心とした思潮ヵ: 生

まれんとしている。それは矢張り民族的危国家背景に於

てでもなく 個 人の持つ desi gn 特性を主体とし、米問

的生 ｰｾ の背景を以て ､･ｳ ｩ ｧｮ の流れがは成されつ k あ

ると云ひ得よろ。

要するに過去に欧州i諮問に於て l eadershi p 事? とって

レた人々の当地への移住は当然その思想作品に於て返去

のそれの不連続線ではらり得たい。米圏内の建築的効き

の中に之等の人々の思潮が、思想形態が、無形な形でｾ

透して行ぎつ. ¥. . t ; ，ると云つでも過言ではらるまし・。それ

1" 1 学校教育に於て代表的学校の設計主任がと号した連中

に占められてい忍こと、或は亦イ乍I界的 appeal から(-; ' ; :必

然的に例性のもつ往築が可Eえりの原動力となって3tJ ぃ世

代の述中の思WJ を形治ろうとしている。

一例 として Fi ne Ar t  Mu s e u mくNe w Y or k)  の

Hous e が M arcel Br euer に依り造られたと云ふこと

は生活水準、生活様式の規定上、社会〈訴える所大で大

衆への appeal 、明日 ( の建築の方向性として米国文化

の中咳を形成せんとする処は亦警々にとっても大きな指

示である。警々は近代建築運動のごつの系譜をヨーロヅ

パとアメリカに見出すのであるが、上記の虫11 く第 2 次世

界大i践を契機として近代建築運動の巨匠泣がヨーロ ヅパ

からアメリカへ渡ってゆくのを見るのて・あるo 11 近代建

築努力のヨ戸ロツパからアメリカへの移行 H と吾々は呼

びたし、。グロヒ・ウス 、 メンデノレゾ戸ゾ、ローエ、ア戸 )1，

ト、等の建築家君fーである。

目下計画されている エユーヨーク の国際連合本部の建



築を恕起する時、アメリカの巨匠ライトに対してヨ ーロ

ヅパの系諮の第一入者 ) L ・コルピユジエを初め各函の-

a鵡築家カ滑っている。近代努力の移行、それは朗自に

アメリカの社会椛浩、経治桃泊、近代技術の高度の発展

段階移行に必般の虚由ヵ: ゐる。ヨーロツパ社会とアメリ

カのそれとの対比的な分析が必す. この移行を説明するで

あろう。 f，¥J 外国かしう来た11喋 家、現在米国内で指導的地

位にi色) ) 寸している連中の外に第。2. 1止的存在とも云ふべき

彼等の弟子主主の君主形の活躍を見逃すことは出来なし、。

-+ Des; gn の中に持つ合理性

Il u現に於て述べた織に、米国に於ける近代国家として

の高良氏本主議の発注は第 2fi l l 産業泊、ら第 3 極産業の促

進の形となつで現われ、そうしたもの治相互に循民作用

をして建築路業発展の助成作用を成すことは云ふまでも

なし、。 i市して建築生# - - 建築的産業のT守成と社会民境の

持つ性絡は過去に持つ ari st o c l' ati c なものから pop-

ul ar なものへの移行となり建築感覚も当然ｾの範院外

に止まるものでは丘く、去 ｪｊ って社会化の中に急逃してｾ .  

ると云うことも出来よう。工場建築に於て、商業建築に

於て、亦住宅問題に於て其の持つ個々の U的性の下に裂

対 ｪ 討・ｾ に必ずこ ｔ 、 其の節約合型性へ移行する事は必携む ｨ

と云ひ保られよう。 一体} こ desi gn の傾向万感覚主義か

ら nat i onal i sι1 的な、 f unct ional i sm 的な傾向を持っ

てとたのは humani s m的表現と之にーl也i c ommer c -

ｩ｡ｬｩ ｳｭ のＺＺｬｬＧＡｾｾ、動さを否定出来な ｌ 、。

① Di vi si on o(  soci al  st udy 

① Depar t meht  or scl ence 

① F i ne art 

これ等 3 つの Di vi si on の Cross poi nt. または

Cross poi nt に近接しての Ar ea 71' 考えられる。之( 1 :

対唱の建築榊片建鄭付帯施設を Bac kgr ound に持て

ば持つ程それ等を ｄ･ ｳ ｩｧｮ の計悩ｾ索として無視する

ことは出来なし、。そうして米国的社会期的の持つ生産性

と労働力との関係も亦施工技術の要点、として計幽ー上

wei ght を持つこととなる。 Housi ng proj ect  にたる

と上詑: zJ{ 吸が可成り Desi g n の喜r F ! ; ょとして取り挙げら

れ、費用節約の問題として、 定要性をおびて来る。 こう

した歩みは米国内に於て20世紀の自U2j ' ; ! こ社会の変溢に11院

Lぶして迂回して来た様} こ恩われる。

第 1次大戦より第 2 次大戦への大 ぎな pr ogr am、軍

都施設と工場丹j建物、兵舎の新設、漸次社会化 されて来

た Hov si ng proj ect の動き、こ の種の建設は今迄発展

して きた技術による工事の急速化への要求とたり、これ

に「向簡便化と裁絡統一が工場生産品の市場化と提携し

て総合化 した建築産業と云った形を取っていった、 そう

した時その gr ound の一環としてこの Desi gn の中に

合まれる詳細カ個性の存在 J . りも費用計算と既成品の利

用の線におされ、劃一的な紘が51かれる傾向に有 る。即

ち Sweet catal ogue の利月j が Detai l の決定2JCJJ i とな

り、この規絡外のものを使用する時1"1 cost が 2 倍乃至

3 倍を裂し、その Cost の増加は施主の好まざる所とな

り、使用不可能となるの℃ 為る。

5  Desi gn の東函の接近

東部海岸似の開発に始った米国建築の魁は時f¥:; 的に西

部へ南部へと開拓者カ ・ Ｑ 箆今 、 遂に ｬ Ｇￌ ｧｾ 官 ￟ 海岸線への 結合

となり鋭諮 問設、 政ひl主長f即日発に労働者、拶十作者とし

ての人口需品Eに迫られ、またその立地条件よりかなりの

東洋人の移民を見た。然L 之等移民の住宅が質的に高い

ものであったと思われなL 、。叉他民族の建築の性務上} 乙

同化を与えたと も考えられなし、。 ハワイ t肱主に於ても 日

系人が可成りの数盆に述していても編主主的なものて ー船

に対する悶化作用は殆ど見受げられない。日系人の多数

居住地域であるカルフオェヤ州で t 気温にめぐまれ印地

性の上で開放的な日本住宅がその他移行し得た。然し設

業を主体とする日系人、 そして宮のお肢を得れば制郷せ

んとする意図上よりする住宅建築への費用投資の僅少等

より文化的な怒誌は少なかった。唯一部注築家の間には

木詰寸上口の興味戚は木浩司建築の総成に興味を持たれ、郎

地位、適応性の 中に日本; 的態築の議入のキザシ1"1稀滞な

から表はれてぎていた。そh カ第 2 IJ .く大戦後に於冷るi隼

hl l i としての日本進駐11: : ' _ _ 般大衆の日本への接触機会を

与え、今迄極東地域として述| 縦祝されてし、た地域との交

流、そして日本の其の後の国際状48下の Si tuat i on 米国

経済聞の茸[ 段、こうして日広文化の有形の銭触は日本が

自己の生活閣の1)' の存u: となって米たことから急に現わ

れて来た。

日本的な開放性、開 口部の簡便性、隆副の室内への器

入、室内間仕切の融通性、そうしたものが新傾向として

米国建築の近代傾向の中に強く折り込まれて行ったことz

である。

詳細部分としてスダレの利用、 軽便スグ リ戸 γ として

のス〆レの利加はl洗に米副建築の一部として広範習に愛

用 されつ ｌ ある現状である。そして ｈ￭ｪｾ ｅＧＮ Openi ng 的 傾

向、Sl i di ng 手I j mは只カリフオルニヤ地iメにと r まらず

北 部地区東部地いくに於ても大衆 化 の ｲｬｾ に惨透しつ ｌ ある

現状である。

要するに冬期Y rt湾口: 北部地域に於て今迄戸外、 戸内の

境界区分カ明白化三: れている地域に於ても広大な板硝子

の生産的背景と保協施設と相候って木浩の Moder ni cal

なものの建設を見つ L あるのでまbる。

以上l土佐宅建築について指摘した処であるが、閉口面

積の拡大といった傾向は商庖建築にも現われ、キヤ 7 デ

二ヤ等の建築より日 常n')! ，の販売庖のj; t なものまで閉鎖性

より開放性へ 、 ｩ￭￬ｯｬ 子を［返して内部の商 品回 ｾｕ の税ｬｬＡｉ Ｎ 鉱大

はそれ自体プロモーシヨ γ とし商品建築の性絡を規定せ

んとする ｻな迄 高まっていること ｾＨｦＨＡ［， る。住宅の平・商計凶 ｩ
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上、 ｉ ｊｾ 庭 、 ＨＱＩ手 ｉｉｦｦｬｩ Ｎ 拡大されて レ る。 植木の配合、庭石

の利用等芝生を以て庭悶計悩の主因にしていた一般性絡

にも雰囲・気の七に生日本的な東洋的な性格 の接近が近代

傾向の中に強く感じられる。内都装飾の中} こ日 本の盆裁

利用治拡大して引くたことも亦見逃がすことは出来なL 、。

事契上円 本系のlを闘の開拓が米国的に大衆化 してゆく発

であ る。

6  D e. si gn のー涜行 1

事f. F司家建設と L 、ふ大衆の怠慾に出発して、自己5 ヰ先

して迭らんとする新しい開拓、文化 の建設、議に S om-

et hi ng Ne w といふ新思想カ胎動して来るのは必然的

で主、z。開拓のたゆまぬ努力、地域拡大のための生産手

民 生 必力の恥 、 そ れ は 蛾 芯 怒 、 明 日 へ の 憾 と し

ての Somet hi ng  Ne w の意識的現象 Somet hi ng  

Ne w への償恨、そのための生産の裏づけが伊伝するわ

けでらさ。そして長近米国建築に色々な閣で積極的な

Desi gn の傾向が流行性をおびでくる。その一例 として

Li ght  Sh，aue cc取扱いの問題がらる。 外苛的には閤定

したパ ープ ラl! J ) (ひは裕子的なモチ _ 7 に. J _り ar r ange

してい; :，。之は直射日光の室内" " " の遮蔽と Ds ig n 上の

Ar r angeme nt と云ふことが出来よ号。 一世傾向 として

は Wi ndow に面してはは Shade Bl and 常態化 しで

いる 、 ｃ ＣｾＭ Los  Angel es の Prudeni ci al Bui l di ng 

等〉 、 こうした外部的な採光上の A rr ang ement に対

し内部? 的には O伍 ce Bui l di ng  とか School  亘剣士

山 ｩ｣ なものの室内酬は脱線より線糊にｾｾじそ
の glar e を防ぐため同様金属の椅子鎮で ar r ange さ

れていることは現今米国の室内訳光技術のあり方と云ふ

ことが出来る。

特殊建築の一つの Depar t ment St ose にあっては釘

効面積 cl 仮先面積〉を大いに し室内に於けるj波っ・己物品の

I掛 f日光に当 ることを防仁こう l た後能 」より壁面建築

C無慾〉の傾向をもってきてい ろ。 ころした時、室内照

明は亦電嬰問題で叉前者の室内採光の技術が撞萌して来

る。〈例 - Ho uston の Fol eys DejJ ar t ment 等コ

C 任者 . ¥i! ｱ ｾ 工務応副 ｕ 長〉

ア メ カ の 停 車 場

伊 藤 滋

f?lj えはオ ‘、ョーナ1'1のシゾシ+ チ市からニユ 戸ヨー ク市 リームを喰べT、よりパテ γ コを遊んだりするつそれで25 ド

ヘ行〈場合として、怖とパスと飛行機の旅行動怜比 川 市 街 の 恥 這 入 っ て 行 く か ら、旅費を節約したい大

較すると、所要時防法運賃とは下の械である。この両市 衆はハスに乗るのが当 りl予iてある。

の ｾｉｩ 隊は直線に Ｑ て ＸＵＰ 粁てあるの かくして鉄道は飛行機とパスのはさん 打ちで乗客は非

飛行担軽 ;: .1時間 48 rル 常に滋少して行 くので鉄道会社は悲鳴をあげている。も

汽 車 仁 寝 台 コ 1 3  /1 44.  4  ともと 7 メリカの欽道では旅客愉送を10ノミ 戸セゾト ・ビ

汽 車く椅子) 1  3  11 30・H ヂネスと呼んでいる機に鉄道4院主の90パーセゾト ('I. S加]

パ ぇ 1 6  11 25.  /1 輸送に 2 っていと、のだけれ共、旅客牧益とい うも のもがと

齢て行〈のと飛行撚に乗るのとでは 4 ドM 差 尚 し て 馬 鹿 に 献 な い い 世 間 の人気 か ら 離 れ る の 同 業

るのだが、汽車℃は夕食と朝食とが3. 50 ドル; 怒るし、怒 とL ても苦しい惑であるから、旅客誘引には 凡ゆる努力

制 ーィにチ J をやらねAまならないのが飛行機で附 を尽してい ζ 。ディ ーか ・エ レケトリツク機関車平

手つきでノ ー チップt::. 7J 功 、 酬 は 恰 度 同 じ に な る し 、 令 騨 綱、リ クラ イニゾグ・チェアヘエ7--?YT

就位の十めにカクテ ) L でも飲もろものなら汽王手の方が足 イシヨニゾグ、 パーラ{ ・ヵー、パー・ ラウゾヂ》々の

を 出 吋l官だc し 州 問 問 問 で は て ん で 問 題 に な ら な 腕 綿 設 備 を 大 悦 投 じ て 整 備 し、然もパスぞ航空機

い し、陪席の的治や換気や照明なども飛行機は数ル先行 が兵似られない 1入室、 2 人室、 家族室等のプライベ ー

してい るし、 ェア戸ガ ールの美しさと親籾と手の届く事 ト・) L ームを沢山つくって御家族連れでとか旅行中にあ

は到底汽車の. ' r 人 ボーイの比ではなし、。だから旅費を問 なたの御仕事をとか立伝している。こんな金のかかる列

題にしない階級は飛行機を利用するのは当然である。 事をつくって 一 体ひｾ合うのかと思ろ程である。

自動車道路の究里ま さはこ L に諮る までもなく坦々た る それても、私の旅行中、必ず飛行機でもパスて-汽車で

ハイウエ戸 をぶつ飛ばして行くメス旅行は色々な町や村 もその座席数と乗っているお客の数とを記帳した総決算

械 けて行 くので併ない。座席が少 し狭レけれ共、ソ による と、 パスが的 パーセント飛行機も鈎 パーセ ゾ トで

グライニング・チェ 7 ーであり 、長距灘用はエアー ・コ あるのに対して汽車の座席効率は実に30パーセ ゾ トに旭

ザヂイシヨゾて あｾ 1  3 時聞に一度づっ位にきれL 、な停 ぎない。

手場三休憩して仰をとったり 、殺菌したり 、 アイスク 従ってア メリ 式雌¥- : t . 現状維持肘 っ と こ さ て 到 来 や
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制臥Jで使って無いものが沢. 山t ; ， ! ? ，線路でも建築でも新

規の工事や計画は全くないと云える。だから旅客停車場

- 1 : : . って戦前に出来上ったものを最後として戦時戦後のも

のは 1 つも見当らなL 、。

それに引き代えて航空港延嘆とバス停車場t" 1 戦後一斉

にi諸手したので全国至る所でその工事を見られるし、新

L ¥，、だけに非常に見ごたえのするも のばかりである。

アメリカ鉄道の繁栄は第 1 次欧洲大戦によって最後の

花を咲かせi作った枝であって、その決後の花の 1 っとし

て19j1悶 の 末 期 か ら2011悶の初めの聞に名だたる停車場

が建設されでいる。ずさから院も新しいものでも 1935竿の

竣功てあるからほんのz . . - . 3のものを除ふては、定植停車

場と云えば延だ古風なす L けたものほか旬で、何となく

古世的な印象を与える。

しか 1 アメ リカ のZ槌 1" 1 完伺ご問主6Wi 消と 1 て発; 主1

たもので、人口 の程度も設業も勿: 了ーヂもそ 1 で廊下行の形

成も鉄道の延長とその努ｾによって達成 されて雫たのだ

から、 Ｗ メリカの時 Ｓ 芝、女化繁栄にとって ｉ 首 ｬｾｾ の立場と

指主主望号1こる権威を保持1 で衣ただけに、そのWi ' 事場の計

￯ｭｬ Ｎ 設計や規慣に丹空て何といっても勝同寸べｾｦｴＱｩ ｩ ｦ￬ｩＧ ｬ と弘

透そ考えさせ感心 さ・をる多〈の諌担を内裁 L ているので

あ写。Wr l いとか古いとか、数義のE製寝技術的な批判と

かそ超えたm:
l
予想な内容を持っている。ましてや1努事長非} こ

飲遣が輸送機関の主位を占めるであろろ白木にとって

は、先駅手守アメリカ供遣に学ぶ事は非常に多い筈であ

z、c

飛行機の痛い所は市街の真中に? 完走路を持てない事

て、そのために杭空港代市街の中心から向動車で大体

4  - 5 0分とゅう距隊である。各都市共航空港へは立派な

存速度道路をつくっているので、航空会社は市の中心迄

の求刑パてや リムヂーゾ・カー で旅平手の送迎サ ーピスを

やってい る。

それに引きかえでパス( " t 何に も拘束が: 1 ! ! 札、からその終

純粋車場を市街のほんとの中心に持って来でいて、東京

て云えば銀座尾張町か有楽町とし、ろ戸時である。

汽車の件、車場で l土台いもの程巾心地に近いのが多〈、

ポスト γ やシカプや 7 イルデラノレフイヤやボルチモア ー

やェユ ーヨ - 1/ t.r. どでは発達の杯史的にか或怜大4訟をか

けて後からやったり L てL ・るが、開E効率の努，達 1 た今に

なって見ればJ 同家用車も J t ! 7 シ 戸もパス も駐事が出来

なくて弱つでい る。それだから比絞的に新 1 いシゾシナ

チやパハロ ーやロスアソゼルスなどのt;: 車場は中心地か

ら20分位の1m: 奇襲で周閉が割に閑静な所} こ充分な道路と広

場とを持って自動車やバスや市街電宰勾: の市内交通機関

をここへ引きつけて全〈件車場のための環境をつ〈り出

している。

パスよりは速いが航空港よりはす・っと i!i¥， 、といつt :所

;亡 1らζ 。

日本ては停車場は列車通勤客に占領されて い るが、 ア

メリカでは列車通郵j容と いろものは極めて少たい所に根

本 的 おＺ相泉がある。しかし 、 ｩＴｪ Ｍ 行軍事にとっては有難いｾー

ではないし、駅のサ ー ピスも徹底したい理である o U、執

抑丸列車計耐の東京駅は目黒} こ、大阪駅は現在駅のずっ

と北方に程こうと されたのは非常に良い事でおった l 、

現在のままでも、汽車駅と電車駅は一寸でも位置をずら

して別個のものに Ｑ 度いものであｾ Ｎ Ｂ '9 < 共、鉄道FJ -車

場ｾ街のどまん中に持って来ようと十る考えは改めぞ ・ 必

要があろ。

γ メリカで一系新しい犬駅lまロスアゾゼルスとシ γ シ

ナチてｾ，ｾｾ此の両駅共、日木ＨＱＩ駅プ ｰ 竜泉 ｩ Ｔｬに宝ｶＭ行にＡＭＺｉＺ句

ついているのに: X'! 1 て、線路にI向[ 角に駅前に安部! でい

るのこれは非常 に賢明なやり 方があって、 こ号すれば釈

の出入口は. i E 而と方右の三方にとれるからである。だか

らロス 7' . / ゼ礼ス駅は正問が日家間車、 イul 闘の一つがパ

スとタクシーと市内ｾＺ布 、他方 の伺ｼ闘が荷物 ｭ に利用さ

れている。シ γ シふチてはこれをす.体的に符っーー¥向家

則市、 タ々 シー、バ 九、市内電車の 4 路線が' * 別 Ir 駅 F 方針!f

下 室}ζrl M泉tlh下「行てスつでいる。叶ゾフラゾシスコのベ

イ・ターミ- t - 'L とL 、うのは汽車て i-:l:t. c < て郊タf. a;'.1I1・3宇宙

と市内需車とパての連絡綜合p; 包車均てある。ェュウヂヤ

ー ヂー州ネワーク市のや〉斎場 ｬ 主汽車と Ｚｴｴ 速Ｇｩｦｾ王と ｲｬｬ ，Ｎ F.!."J 1  

とバスと 51" シーの綜合停車甥てあぞ，。

問木の鉄j泊f争率均といろもの i"1rrJ 飲が自分の汽京や' : i i :

Z官を努7 f i さぜ Z ためだけにつくったよ号で為るの士官符や

渡しで l 支え l主派手宇はもろ他人て= あって、市内獄事に環

ろろがパスにき表ろろがそこまて! " 1j tt認は出来泣いといっ

た調子に見えｾ Ｎ。

これは飛んて 4 ない官営気貿て島、る。

F符停y子.司1市I場とい 号ヰのはいろんカた: 努吸宅りものに号索表つ- 駅へ 4伝〈

ろj旅飛客宅そf 引 3きE受 l汁十で? 粁守王寧転? に乙乗せ乙設偽で ある号特琴Tだf 。だか

ら{十件';;:耳寧1勾 Fの、片伺州111伐-:1:'(粁宍王草巨の 7プ. ラヅトホ - ムで あり 他の片倒側IJ l  

tは丈向E町R防b明耳草1やパて JやFT何宥壬前Rのオホて - ム て t ，るベさ

から交通機? 潟への索t撚喚え設f鏑請だと考えねはならないので

らろの

それにつけても云買えさせられ芝、のは駅前広域である。

ヨーロツパと法って 7 メリカに! " 1 庭問としての駅前広場

といろものは余 h見拘げられなし、。勿論美しいそ L て大

規投えて駅前広 場ぼゐろのだけれども漫然と 1t : 主主J! i: i的な

庭と L て の! 広場・ではな いのであって、交通機明の通整理と

述絡のたeo に一分の隙もなく有用に; 設音問IJ 用されている

のである。

焼けた京 Ｎ ｾｾ釈ＨＯＩ Ij ｾ壊を見るが ｬｾ ｜Ｇ 、 。あの広場ＡＭ［ｴ旅 客に

とって何の役に ｾｲ つといろのか 。そ れ所か雨の目に駅を

出て 広場ｾｬｴｑ ｗ［ り市憶の 停留場Ｉ［Ｍ立ちつ くす ｾｊ 、 先 い思い

はなさけなし 、。 東京駅だってそろだ l : 大問の郡市の駅前

広場と いう 4、の冷安 ¥r "J、住宅に破風の玄関をつ'ナたがろ
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に似たも のがらる 。広い駅前広場は京訴誌である。 喰それ

がほんとに有効に活きて使われたし、。 それは前に云った

汽事と市内交通機関との連絡に使われ る為めでらる。バ

ッフアロ戸 だってグリ ーアe ラy ドだってロスゼルスだっ

て一見した所が大してまとまった広場がある とは見えな

い。 だが具く見れは相当な面積を使つてはいるのだが、

Lムー〈見せようとか装飾的な島盆りをしようとか考えてい

たいで、それを停車場機能の百パーセ γ トの発銀のため

に横転逆転、分離分割して活用しているのである。

今度京都駅が素晴らし〈新築されることになって、私

はあの駅前広場を利用 して市電やノζ スや F クシ 戸と汽車

との綜合停車場} こし たいと思ったのだが、あの駅前広場

の見かけを変更するのには非常な反対がゐって実現困難

だとの事 で大いに失望しているのである。

シシ y ナチの駅で下車 してホ 戸ノレに出ると左側にネオ

y サィ ν でガ レ戸 ジ、タ クシ ーと表示された 2 つの入 口

、右側にはバス、; ( . . トリ ート・カー と表示された，2 つの

入口がある。それを入ると傾斜道でそれぞれの専用 プラ

ヲトホーム に出るのであり 、事に乗って駅前へ出て来る

と広大な以前道絡が包主と値樹がそれぞれの尋舟路線に

分割j されながら壮大華麗なフルバ ーんをなしてし・ るので

ゐる。こうしてこそ活きた駅前広場と云えるのだ。

ヨ戸ロツパの停車場は一政的 te似路と建築とが'j: dーエv-

面にあるのだが、 アメ リカ の主要駅では多く建築が線路

のよに乗っている。停車場が総路の上に乗れば/ J r ( 容は階

段でホ 戸ム へ降りるだ ｾｔＭｃ 列車ｽこ乗れる訳で停車場計凶 ｬ

の原則 として最も優先なのは当然℃ある。例えばニュ ー

ヨーク ・セ γ トタル線のエユ 戸ヨ戸ク駅では郊タトから 8

本［の組路が Ｔ 本 づ っ Ｒ 段 ｾｴ 包下線で市内に入札その 泌

総の路閣に駅が置かれ、上段は主主行、下段は近郊列; 卒と

なっている。メツフアロー ＧｃＺ ｬｾｾ 路が地 平線なの ε 駅前

道路を奴で持ち上げて駅の建築を線路上に位ている。

こうした事は単に設計が上手だとか下手だとか又は金

さえかければ出来ることどとか簡単に片附けられない。

' 日本程セクシヨナリズム の! l ! I l いとこわなL 、。特に技術

界がそうだ。だから物事が綜合的に行われ難い。停車場

の設計に当つでも列車の運転をぞるものは曲線や勾配に

就いて固執する。鋭蛸屋t持!A絡として最も経済な高架棋

の高さぞスパ y で形をきめてしまろ。貨物や旅客; ゃ信号

ぞが皆それそれの立場にのみ立って物を決めて行く。更

同志いことは之等全 体に於て旅客や荷主というお客様の

立場が第 2 になってwi 道1!H1の平1 j s ! ! と経済が先行してしま

う惑である。

だから日本の停車場といろものは腕路が鉄道側の立場

に於て先ず決定されてしまってから、それへ何とか して

旅客のための停車場設備をひつけると いうのでらる。

アメリカの旅客駅を見ると第 1 に市内交通機関で来る

旅客をどうして駅に吸牧 するか、その旅客がどうしたら
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最も簡単に列率に乗れるかを考える。その為めには路線

は高架が良いか地下が良" .t;>_ 線路にそれ程金がかかる

なら建築の方で解決出来ないか、援は列車の廻送方法で

犠牲を忍ぼ うかと云う風に、綜合的な利害得失から判断

して計画が決定されている。

更に鉄道停車場の計画には始めから市やバス会社や電

車会社が一所に参加して居るし、 郵 便 省 も同調してい

る。だから出来る ものは鉄道停車場ではな 〈交通逓送の

集合駅ということになれるのである。そ してニ 5云った

共同多国6 機関とするた占うに停車場株式会社と いうよう

な独立経蛍体も 出来て来た理なのである。

之等の事柄は貧富の問題ではなく、公共機闘としての

サーピスの精神と綜合協同の態度の問題なのである。

アメリカの大停車場の壁画だの紀念彫刻だの案内パ γ

ブレツトなどには主要な部分として計脳に参加 した}[. ゆ

る部門の人達の名古iJ とその努力が讃えられ記念 されてい

る。そしてー般市民も又そ うして出来た公共設備を感 説

l 誇りと しているのである。 技術的所産に対する国民の

関心の問題でもある。 こういう風に考えて来ると件車場

建築が古いの新しいの問題でも な く、建築家だけの腕が

らったの無いのだけの問題でもなく 、 より良い停車場へ

の発展とい う事はもっと大会な条件に関わ ることなんだ

と考えさせられるのである。

狭い 日本では土地 の取得が非常に困難で‘ 夜、って特に品

近の公蛍住宅事業なども土地で行ｾ詰っている絞だが、

民 々主義の本山で為るア メリカ での公共住宅の土地牧用

などは逆に非常に強行している。売枚他段なども殆んど

公共側の勝訴で片づいている。 これは決 して民権の圧迫

' - eはな く、公共のためコムミユニティ ーの完成のために

t玄止むを得ないも のとして一般市民が認めているからで

ある。

日本の件事場に絞べてアメ リカ停車場の大きさは同 じ

必要に対1 て大体 7 倍の規模だと云える。従ってアメリ

カ停車場位の規模にすれば良い駅になるのは当り前だ、

だから余の問題だと片づける人が多L 、。半分はほんとの

事だがそれだけの事では泣い。単に広聞が広大とか天弁

が重いとか石を貼つであるとかモザイグの床になってい

るとかは単なる金の問題かも知れなL 、。しかし、! 1! 日ごホ

ー ムで下車 Ｑ た旅客が路面迄昇らないで直ぐ ｾＡｴ シ戸に

乗れるために自動車地下ト ゾネルを作った り、大 きたE荷

物を持って来た人が一階でも地下で も一帯最寄りの所で

預けられる様にしたり 、 チッキにした荷物を直ちに手渡

しされるための分類置場の設備 とか、 座席や主主台の註文

を直ちに取れる機に全線に渉る列車予約通信網設備とい

った線な実質的なサ ーピスの為めに非常な費用を惜L ま

ない。これこそぽんとの旅客設備で・為る。だから彩、; 工建

築屋であるにかかわらず、貧乏な日本では、アメリカ の

停車場の所認豪華さなどを兵似するのは飛んでも f凸 司E



車場¥i 開波的で単純 になれるのである。

こういった風格の停車場であるから 、 駅が大ｾ＼なる

に従って{ 牛車場には突 lこいろんた脂屋が多い。しかし大

阪駅の織に雑然とプミプミとは並んで、いない。計[ 面的 に

1fr<符が欲しいと思うものをろまく認してい るo 便所に行

〈とー列の煎料の使所が為る隣りの列が 5イrll の 有 料 使

所、その燐りが15古[1の有籾化粧室で便器と洗面 器とタオ

ルと才[ 絵がついてしる。その隣りが50(r[r で使所と洗面総

とシャワーと脱衣室附でらる。その反対側には理妥屋が

ありその隣りにはクリ ーニゾグ屋があってス. ボンのプ レ

スをしてくれる。

= ユ ーヨーク当りでは食堂が 4 種類位あって、 コーヒ

F スF γ ド程B苦からカフェテリア級、テーブル掛のかか

った程度のものに酒場的なものと云った具合でらる。新

聞争m託; 震やドラッグ ・ストア ーは必ずあるが、I ! に帽子

屋、シャツ屋、婦人化粧品屋と花屋、土産物屋といった

もので、相当大企な面杭で内容もあるものばかりであ

る。同じ織た小さなj苫を夜みせみたいに並べる隊体はや

っていたい。特殊な組合組織のもあるが、大 体11 : 家賃で

あって必上げの 3 ' l - l J をとっている。これ等の庖の存在が

駅を活気; t o らしめ叉美しくしていやのは茨し し・。

こ号いった停車場と脂舗との関係で徹底しているのは

クリ戸プラゾド件車場税式会社であって 、 こ ｾ ｌ ｬ￬ 鉄道制

路の上に大建築を建ててい る。三角形のプラゾでー聞が

600 室のホテルピル、 一宿iがデパ ート メント ・ス トアー

、一回が70階の戸ワ ーを持ったオフィス・ヒ・ルで、あり 、

三角形の中央ヵ:低い停車場建築におt っている。この会社

11: ft ! ! . の停車場会はと逃って比絞的純粋な不動jHj: 会社なん

だが、経2きとしても立派な1 i l l筑を挙げている。件車場は

鉄道のための事政設保氏という悶苦しい不長気なもので

ありたくは無いし、そうかと云ってゴミゴミしたマ ーケ

ットにはなっちゃならだ: いし此所を適当な限度でやる方

法が今後の面白い課題でらる。

戦後のアメ リカ停車場の! M風景に荷物ロツカ 戸がら

る。 一時預りの自動式である。鉄製上下 3 段の ロッカ ー

で銭湯の衣服戸棚の上等なものでゐる。 24時間でl O1rlr で

主，る。鋭穴にキ ーがささっていて扉は引けば聞く 、荷物

を入れて扉を閉めて、 10(山を入れるとキ ーが廻せて抜け

間
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で、その資金をこうしたサ ービス設備のために傾倒すべ

さだと考えるのであって、今迄のやり方は貧乏に罪をi77

せることでなく 、設 計態度そのものに帰すべぎものと反

省し泣くてはならないのでらる。

アメリカの停車場のプラ: / は一見ぼんやりして大まか

に見えるぶ非常に単純でまbる。だから大きいだけで大し

た惑はないと見る人 もらるようだ。所がこれが仲 々そせ

物なのだ。停車場設計の大事な原則の 1 つは 7 ール ・プ

ノレ 戸7 でらって、馬鹿であっても間迷わない事である。

それには単純でならないのだが、 この単純な平面にする

ことは笑¥1 : 一番困難なのである。旅客にとって単純であ

ることは、銀: 道側の諸作業が単純でなくなる"1r . だからで

ある。日本の停車場が旅客にとって何となくぎ〈しやて

していたり 、特に大阪駅の織に初めて行った人にはしば

しば迷路に迷し，込む思いのある様になってしまうのは、

1 つには日本人の小器用が厄いしているものと 、哲ZオZ的

には駅作業の単純さが先行してしまう敏性ーから起る却で

ある。叉アメリカ停車場のプランの単純さは同時に非 ｾｾ￳Ｎ

tこ開放的にも見えるのはいろんな部屋が仕切り主義てをな

い事に大主く態管・されている。出札というものも政絡子

の窓口ではなく聞け放しのカウゾターであるし、コーヒ

F スタ γ ドだって待合広聞にじかに世かれているし 、待

合室たって特別な部屋になっいるのは非常に少なし、。メ

ンス ・ルームとかウ 戸メンス ・ルームと書いてあったの

は待合室ではなく似所のついた仕j : Q'部屋である。

こうした開放的な作り方は勿論冷民} ) } とか、街や迫路

の消潔さとつながりを持った問lhl でもあるが、 1. つにlは工

やつばり古いお園犀風Lといつfた二ものの伝統にも闘述し犬たど二どe、斗，呼1

であら号。日湾本; でtは主出札ということ lは主切符を5苑官るという

だけのz事}軒Eであつて、お釣銭だけにも泌ほしなければなら

ないこわい所でらるが、アメリカの切符カウンタ ーは旅

行相談所でゐる。無情ゐ: アメリカ人は自分でI時間表を見

たり賃金表を見たりせなし、。いきなり出札へ行って相談

するから出札係は時刻ポをしらベ釆り換えを教えそして

切符を出して呉れるのである。ホールのカウゾタ ーでホ

ット ・ドッグとコーヒ ーを飲んでいる。スピーカ ーが列

車のアナウゾスをする迄存ぷに食べていれば良いのであ

る。

日本見たいに混みあった駅では窓口で相談などされて

は堪らないと云うだろう。それも半分は点突だが、アメ

リカの出札係などはとても無22尉でのろまで夜，: : [ ，。だか

らアメリカだって窓口には 7- 8 人の人が列になってい

ることは普通てーある。だからと云つであの納lかし、時刻表

をべたべた見iiって旅客に良く見て来いとはいわないので

ある。欽道職員がお客主義に教えて上げるのが当然のビジ

ネスと考えるかどうかの問題℃ふる。デパ ー トでお容が

値段をしらべ、現金窓 口で金を舷うとしたらどんたもの

か、 それと同じ考え方なの℃ある。どからアメ リカの伴



る。キ ーを持って行けば良いのである。これは会社組織

でやっているんだが非常に利用者 が 多 し そ の 為 め ど の

駅にも突に沢山置かれている。私などもこの味を覚えて

からは列車を降り ると荷 物 をこれに 叩 き込んｾ可担りの

ものだけを持ってメスでホテルに行く惑にしたが、経済

的で身軽で実に宥難い思いをした t のである。これは旅

客以外の人にも利用者が多〈 面白いことにはスリ U 仲 々

良 く活用す るそうてある 3 キーというも のは一般日 本人

に親しみの薄いものだカ工、これなんか 日本でも 1 つの企

業になりそろに思える。

スり と云えば停車場の警察組織なん〈良〈まとまって

いて、ロスアンゼノL ス駅の大ホ戸 J レの一端に美しいアラ

ペスクの切り抜き怨がらると思ったら、その窓の 中が聖子

祭で為って此のアラベスタから年中場内をにらんでい る

のである。駅の アナウ γ スの部屋も出来るだけ場内を一

望する位置にあって旅客の集散や場内の気配を見ながら

アナウ γ スするから自然と時を得て身が入ったも のにな

る。 工場管理 でもデノミ ートの 売子監督でも会社のｾ長級

でも全体にピジユアル仁目に見える〉であることを本旨

とするアメリカ の良さの 1 つであって、野官室や課長室

が奥まった所でデゾとしていたんでは血の通った作業に

はなるまいc

先に古いた械にアメ リカのf字車場は建築としてはない

し一種のマ γ ネリズムに陥ってもいる。シ γ シナチやロ

スアン ゼル スの駅は次の段階へのー進歩を見せてはいる

けれども 、何 といっても停車場の新しい動 きは航空総 と

バス停車場である。お しなべて戦後のアメリカ逮築全体

の進歩は、今次大戦迄に抜けきれなかったもモヌメ: / ) 1

リ ズ ムカ 滋 ｾｊ＿ され 出 して 、 Ｗ メリカ的 のブアヅクシヨ ナ

リズム に到達しかけた点にらる。それだけに航空港やパ

ス停車場の設計は見掛けや装飾を脱ぎすてて駅の働 きそ

のものに傾注し出している様で ある。 建築的にはアメリ

カとしては質素で らり 乍ら、サ ーピス設備やそ のため の

機械設 ｦ 品切 ［単 純に迅 速に動 いてい る。 函 絞 的 に Ｈｾｴｲ し ろ

非常に狭い。

今アメリカて は航空とパスのタ ーミナノレl主戦後の新事

業として急速に計 ([1国施工 されているから、之等かどんな

形に完成して行くかは、日 本の停車場のために多くの期

待がかけられる理でらる。

特に公共施設というよろなものは快界の或は其の霞の

政策 とか動向とか国民思潮によって宿命的にその形が決

められるもので単なる建築技術で左右されるも のでない

だけに、それだけの困難があると共に良ければ良いだけ

の愉伏も叉深い理でらる。

C筆者、日本停車濁株式会討副 tr畏〉

ア メ リ カ よ り 蹄 VJ て

士

口
)I[ 滑

日本沼諜協会から アメリカ特甥号を発行するから何に 協力しつつ、我 々の所属する絡設産業の発展を計らねば

か寄稿する様にとの事であり ますカL、誠に光長であであ ならぬと云う献に平凡な結論が出たのであります。

りますと共に、内容が至って貧弱で; ! i _ ，ります事を予/ t J 御 先 す 〉涜初に結論的 な ｾ柄を言巴述致し、紙面の許す限払

詑び申し上げたいと存じます。 之を記述致 しましょう。

私は 6 月17 日に羽田を出発致し、 9 月12日に帰国致し 米国の建設pI 業界を瞥見して、英の進展が想像外に迅

ました。先にコ 戸スの概略を記述しますと、 シアトルに 込でらり 、 資金の 高い割合に価格の低廉で あるｾＨＢￌＮ 誰し

3 日、サ : / 7 ラゾシス コに約3週間、シカ プ}こ1週間、ニ もi認め 且驚良の限を見張る処で らり ます、私! と縞仰的、

ユ 戸ヨー クた前後併せて約 2 週間五 ワシ γ トゾに 1週 組 織 的 而て技術的面から日 本と甚しく異なる点を抽出

問、ロスア ゾゼルスに 3 週間弱滞在致しました。 し、旦英の発見に努め何宙空米国の建設が高度の生産力を

私の予定して作製して参り ました課題は、非常に漠然 有して居るかについて究明する事に努) J 致 しま した。

とした題目乞、綜合詩負業者の経営、併せて、新しい施 1 ) 加と主 - d 計者 ・施工者ば事前に充分打合ぜをす

工技術、また出来ますれば新しい諸材料を見付 け度い等 ζ ・。

と云う 大豆l慾のtwl . ・課題を掲げて参りました。 2) 下3e5業者の相互協力を正し 〈組織化し、相互に

此の旅行て 、 9 月12日横浜に活きます迄、常詰倫は何で 能率的進行を計り 、元請業者との関連を円滑な

あろ うかと常に悩んだのであ りますが、ひとり建設民業 らしむe

丈を取り上げて、此丈が高能率に行って、此丈が健全に 3) 労力・物。の供給を適正化し時間のJ主主Eを紡止

行くと云う様な、が様的な施探互主いは考へと云う ものは する。

なく 、当然社会一般と関述して居りますので、関連産業 4コ 機械力のー紋化。

の各界の皆成と手をとって、ー歩々々 日本経済の進展に 5) 新材料及脳行技術の絶えざる研究。
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6) 米本土に於ける好景気の車憾。 コンクリ ート及セメント等に就いては次の毒頭 と参考

高度の生産と云う再 ｭＺ 米 国 一般 産業界に 於てグ ｾ ｗ され として、今後研究を進める必要があります。

る惑であり此の為に事業家・と問機労働者も亦ＺＡｾの丸とな り コンクリ ー トは総べて強度に依って仕検され、

ち尖の厳に・涜致致して照 ります。 m業なり労働なりに刈 官公比ても君事ぢi比ても to: ぃ。

→「る個人の態度及英の在り方は直ちに個人の生活に多符 2)  Tr a:asit mi xed c onuet e の方法は再び日木

し、併かも決定的で あります。団体に対しても 良 く紛総 ても凝り 上げる可i ? ! である。

化 計 L、J込く運営計 L るものは生jlTi! こ耽定的な効 ι宋を鷲 3)  宅全{混入コンクリート も其の利用を考え乙可ぎ

して回 ります。 である。

祁材籾を充分盤f . 8 に絶え間なく供給出来なL、} こして 4)  コゾクリ ート ・ フロックの手 ｉｊ ｈｊｩ 法も ￕｊｾ 多 考とな

も、1 ) ーのさ質{立の4H;;. 日本人自身の努力に依って出来 之点を持って居る。

そうなものでゐります。能率を引上げ原価念切下げて来 日 床 コ ゾ ク リ ート の前造l" l 研究の裂がある。

界の繁栄を来たす者 ｈ Ｂｬ ｦ 手向ｾ階の人々の努力て出来る功 6)  経匙 コゾクリ 戸 トの混合材について研究す可き

であります。設詐者は良き設計をを、話負業者lま良き組 である。

織を、下J!?人は協力良〈働ぎ、開て労働者は更に生成主 米ll :l のitt嘆; 設備は高械に達して居り 、英の施工法度も

を 挙げる様に努め 、谷自 治 ｾｴ の 能力 の内に於いて 必 ＴＲｊ な 極めて行Lぃ。之は計凶が突にうま〈 、住宅群の

努力をする:rj' j : が大切であります。 白 nt ral heat i ng syst em は住宅 ・アパ戸ト共姪討のも

設計Ｍ￰Ｂ｜ＢｬＮ｢￭ｬ注と充分協議し、建設し易し峨にｾＡｬｦ［駄を省 の経費カ非 常 に経済 で維持星空 も 安い ま ＱＱ ｜ 立言ふ可ｾ点であ

いて、コスト左下げ、 出来るＳｬ ｾ［ｊ 告 寸法 により 必 タ＿なｾ り? をす。

面を全部完備するもLにし 、仕械工程を究明日L て l官官ノに主 叉米t f : 117' 政府機関l" l 非生産的な叉は紙上計画iを出来 7，

'1!i.J:I. 出が迅速 且正路に迎へる以に努力してJii tニと思いま 丈院して生院の挙る方向へ持って行って居る。 ｮｾ ち￘Ａ［［ｾ

す。各設計ぎが思いJ J : l，いの古r尽を制らせたり、甚しいの の材のJ;r，礎11lti 絡をコゾトロ ールして、安定 した悩絡を散

にたろと ブロゾズ・の成分主主を食えて見たり す之; ! } i ( 主貧乏 対する依に勿めてw;- り、労働者の食沼郡哨の改善にも ー

な日; 本で代考閉ざ才d 、! 土佐り ませ/ 印勿論i;r，'jf't芝; へ庁、寸 段と考慮を拡い、i誌の生活を墜にすると共に安全衛生に

指定 問 入、指 定材刻勾［の ｦ ａＧｾ［｜ 丈夫［分其の芯［のらる処を巡 五 ｛ ｾ、でもあ，ＧＮ￭ ｴ 訴的に指浴して災害今未然に ｬｉｊ ｪ (- 時にする与

すべさす」として居りま L た。 政府と L でもこれらに対す不. t ! )J 力を惜んで) - : ! ; りません。

綜合24負業者¥'t 叉誕の組制の改良すぐみ; の必( l によって ぷに住宅建築に就いても市場の競争は価格を引下げろ

考う可き下あるとして府りま 1 tこっ j却ち現士号施工カヲピ分 コ!:ι 役J 工ってf . l + 1) - 統制等のない米国の住宅建設事悩¥'t，

逮せられると恩われる準fr;UI
J
'] 王子。揃わない内l" l 工事にJ I i 例人の家族枚入にマッチする事・を主限として膨大た人口

りかからない帯、下u!J 業者と充分協同 してヰwl に工事の に対して住宅を大抵に建設 してI ; f ; 之。之には政府も特に

部i 円を協議しておき、手追いの無い織緊慌に 木村今の ｾｊ 定を優先的にやって助成している。家を ｩｴ で

εo- ordi nat e く協同〉 寸る事。叉、問素化 された工む・3史 乙: 引に対する而倒な種々の隊Z を出来之、丈J I i 除 〈係に好

をもっ極的に作って ｪ ぷく下お及 ｾｉｾ 関係方ｽこも波 ｌ で工事￠ 力して府ります。

［ 伝り方を 全 般的 に知らし ｢ て置かねばならなｾ "与の諸点 施才 ・設計ポ ・積算者 ・綜合引: p. 者 ・下:・5者といま協'}J

てあります。構造体 ｩ 並行ｽこ ｾｉ ￩ い後則市入、坂手 ｊ ｲｪ Ｍｾ ＧｦｖＧＮＩＡＮ［， して 述 ｩ［ｈ Ｇｬ の ｩｑｾ 戚に努力して目・り、工 ＼ Ｑ［ 完了 ＳＰ 日以 内に

に既成部分を綴さぬ以下話祭 ｴ釘 ｦ と協力して併 ｦわ ｩ ， ｢胞包工を ｊιｩ 佐 ｴ 工工 Ｕ耶 ｩ打｛ＱＱＮ資ＧＱの ｉ粁料ｴ 計 ｾ ｊ岱＿必 、 をすると云い ｩ泣む ｱ コ方与と等宇 ｬは ｴ 虫如如 ｬ日 ｈ 何 ｬ司 ｱ に金 融融 ＧｙｩＡ熊 ｉ の

占bうて侶居i ，りh。止此tの口点、lは主悶升米とφ品剖E艮同ご，1，わl'

厄尉+ v勾7 ました。 米同忍建: 設会h糾! への新入f社、士i 員をして希5望巴的ならし 3ゐうる戸為
=  

現存ーの] 11突を手IJ片J し、又問砲を燐え係員を教育し、将 ｴ こ払 ｴＮｊｌｾ 努 力 も［ｦｻの成果 ｬ 玄大き し 、。 見 習と 云うシステ

［Ｑｻ ｾ秀 の也容にえｾｾ ｬ 砧 ｾＺ￯ ，Ｍ工事 期間 を 反 省しつお ｪ ピごｾ l  ムも亦_ 17- 2 57 . 迄とし た政lこq革f!i:1;/) '仏・ 〈、戦別で共f1. ft

ばならたい。又、各施工ＺＧＩに就いても、常にＡ反侃 ｢ｾ ｴＱｾ を や定め何れも 4 ヶ年以下 とした布、 政府ヵ. 一応見習規則

行い ｭｾ 駄と非能不的℃誌とを ｉｖｪ ぐ憾にせれば九Ｚらえ ｲ いと を作とにしても

思いま す。各君主施工総誌の仰究をJ . ! 主Ib、出える限的多く “Lο cal J omt  Appr ent i ceshi p Commi t t ees"  

の機会を捕えて、機械化に闘る高能キ突王f!. i二努力す μJ :'S '/.1 ｍ ｾ［Ｇｾ の 訓 釘 ＧＨｩ Ｇｕ 壬とＺｴｴの補袷 の浪 ｦ 工 とを 負う如 ｾ ｩ ｩＺ ｈｾ 、

であります。 考刃包となります。

結材籾に就いては其のJ盛正供給と迦寸とにJIlt て、村ーに 例人労働( ; ，と :H:の属すろ uni on の o伍 cer の! 究係( て

木材等 の 標準化｜ ＧＱＮ 米 国の 工事を高速化 して 居 ｚ ，ｾｽ トに与つ ｉ ， ｉＧｊ Ｎ 仰工 Ａｴ Ｚｩｬｇ 止を挙げ 且 ｣ ｯｳｴ をｾ下げる努力に於て対似

てブj があ り、当112、に 日みに於いでもそ終 抱L 'nJ きて ‘1. ，どと 的 てあ ζ かも矢 ｬｬＺｨ な ｌ 、。併し 乍 ［ Ｇ Ｉ 設計 告や 材Ｇｪｓ ｦｬｦｩｪ ぞ ｾ､ｦ Ｇｴ

恕、います。 忘れＮ＾ｦＧ ｪ 孜前 カ・ 如何 に 翌ｾＺｦ｝して Ｔ ｾｴ Ｉｦ ｴ のＺ ｩＧｴｦ壬と Ｚ ｆ の「立 果の

25 



jf" 盆は結局其の仕事する 筒 λ の労働者の肩に掛つアいる

釈であり ます。

米国の業界の高度化 と云ろものは決しでも反れた組織 の

為のみではなく 、個 々の労働者が社会的地位を保持しよ

うとし、建設業の従事者である4 ' j J を誇りと し且呉れト二ょ

っで生活を維持向上 させ府と 常に努力 しつつある; l JCも決

して見逃せ泣いのであります。彼等lま自分の仕事に興味

を持Y つばかり でなく 他工事 との協力に於ても全面的に心

から協力し、雇 主及他の労働者と共栄を計る処も叉見上

げたものでらります。そして一旦定められた現場の組織

を変え た方が能率が良い となると 、問ちに全間的に協力

して 共の 方向に従 ふ風習も Ｒｊￌｾ 重要視して良ろしい。

米国建設関係の労働者が、高い水準の生活を楽し んで

居 る原因は彼等刀個々として高能率、高生産にft ろもの

でらります 0 15- 個 の職工は事業体に於ける自分の立場を

具 く認識して居て、英の仕事が上手く行〈か行かないか

は 自分の腕の働に因ると云号風に自覚して居旬 、高賃銀

を維持する為には能率を挙げな〈てはならないと自覚し

て居ります。

日放に於いても 、仮令生活程度カ米国に比して低くと

も、勤勉に高能率的 に、而て無駄な時間の無い桜1・二努力

しな いと原俊された産業とたる恐れが多分におる。 此点

建設ｾ喋に従事するもの全体 が深ぇ 反省せねならなし、。

うＡと ｾＱ に 於い て 見られ る織な co- ordi nate  及び

i ni ti ati ve の精神をもって日本人の考え方の桜木に坂入

オL る日I きであります。

叉経営者の地位 にあるものは、建設産業は座して居て

発展するものではなく 、常に新鋭な気力を必要とする点

に心掛け、止t o桜淑をお: す青年の志・慾を引 2F付け且有能

ゐ: 社員を保持する為に合理的な基礎に拠て得た利益を通

じその分与に青年遠の働 きによる参加を考慮す可 dであ

Pます。

以上で大維把な米国業界の状況を詑述致 しました方次

に伺 A の4f 項に付更に専問致して見ましょう。

サ ッジュ ・ ド ア ー . v ヤ ッ ク ー

飯 金 製 品 ・ 自 動 車 々 体

部 品 ・車 柄 ・発 動 機

日 本 建 鉄 株 式 会 社

大阪事務所 大限市西区江戸堀上通二ノ五七

電 話 土 佐 堀 @2 1 8 8 香

本 社 及 東京都荒川区三河島七ノ七八O

東 京 工 場 覧 話 下 谷 8 1  5  ＵｾＸ＠ 1  5  9  

中 川 工 場 東京都葛飾区奥戸本町一0 ココ

電 話 木 田 190 ・196 ・1018

船 橋 工 場 千 葉l緊結1浜市梅林町二ノ三五O

電 話 船 橋、5 0 9 - 5 1 1

丸 ノ 内 東 京 都 千 代 田 区 丸 ノ 内 二 ノ 三

営 業 所 三菱新館内電話丸ノ内973・4501.

2. 6  

主 ｴ 良の素質そ考えて見ますと 、 ｾｴ の学反Ｈ［ＱＺ日本と大差 Ｂ

IC <  ，夫々専門教育を受付た者ヵ:多いのであり ますが、

卒業後の過程が大辺JMなって居ります。彼等l工学私t を出

ますと研究所へ参る者もありますが、先ず現場のフォア

マ ゾ 匂i にちーって働o ; JJ カ‘殆 ど習慣的 になって居ります。

従って彼等;11: 社員となったi侍の知識・経験と云うものl士、

具の下にl劫〈労務者を了時li :aに使用出来且電機械の辺'1;ぶな

ども出来心。丈のものとなって居ります。叉逆に下で働

く人 A にも寸号云う学校出グfil l る為、英の現場に務胡す

る人々の経験知識程度はおiめて?ts" 、も のであります。

下品業者ー ( Sub- cont ract ors ) と云号言葉を此処で考

えて見ましょ号。 彼 等は専門職&!7負業者 ( Tr adi ng 

cont ractors) と云われて居て、契約の立場に於てのふ

下誌と云号n ; になる訳であ ります。叉主体工不及附備工

耶と云号富楽 も一般に{ -;;: 使月j されて応; らず此等の設備工

aJf を所謂主体工、j，と共に軍用都L2.' tLてft;. る点、l主大いに学

ぶ必安があります。斯る五年門激請負業者の数( ; 1 : 彩; 合JtJ: 負

業者の 3f g. にも i主して庇;ー りますe

米国の ト杭仁会 ｩ￭ 温五念て ｬは主磯芳業Ｚに ｦ地 ｈ申 ｦｻ 伝位圭立Ｚの差の ［沼ｮｾ れ ｌ

f!白します。則宇ちJ 正建2築y布iれL冴r務主所 . 言詰古負業老 . 手専L門1殺訟業毛者号の凶

イ係茶lは玄主単単予私1.1にこ4架辺約に因つてのみみ、監替 . 施工、下品の名義務を

生ずるもので晶、札平家は社会的tlhf立に於て何等の差別

i J11!れ、ほて あります。茶処には監督の主主合と云うものが

見られまぜん。設計監督者も綜合討負業治、 、又下J b業

者から労働者に重る迄 ｬ つの建設に参 ｉ 到する ｾｴ の態度

l玄、飽主主施主に対するtt 任と義務の完遂になちまして、

互に協力して建設の 闘的を達成すると云う単に符して居a

ります。之の苫JH工 1つの会社内に於さましでも全く同織

でありましで、部長 ・2軍長 ・係長 ・平社民主主と云う沢山

な煩引の階段ＡＺｲＮｾ尽く 、少 くともず〉長と 一 般社員とは「由吉

してＡ万る般に見受けられました。而て各位兵Ｇ，ＱＺ尖 の ｾ ｉ ｦ

に於て与えられた仕事を朱 して居ります。

“Do n't  wast e  of  man-; : : l DWer "  と云号山を却しも

ｊＮＥＨｊ Ａｕ に克彦［えて ｊｾ ｬ ｦ りま す 。

社員と会トi の麗傭凶係を見ましても、日本の岐に永久

扇町1; の形の社員数11 : 極めて少し多ぐは一定の年以を限

るか、叉，ｾｴＮの現幼 ￟ Ｑｴりと云う様な雇応とｴＮｊＮＺって居りま

す。 l' l-!W.ri t のある来界で! 1: ; ) l f r くあるのが真当の浴かも知

れません。そしで彼等が善い意味に於; ずる「渡り若」的

な 経 験 抗 初 : 却t u程 、有径験者として完附されて居り

ますＣｪ ｩｻ 玄｛ｬ ￀ｾ と全く逆の機であります。従って社員は英

のブ ｊ を尽して仰 ｪ かねは共の ｾｕＡ ，佼に取って代る者が ＿十［ に外

部に存 ，ｻｅ して ｊｊｾＧ ( ; ますので、 ;!t の働き振 り1' J : 日本式に育

てられた: f : f df の総た者ーでは正味 6 時間の勤務( 1 : 到底-困難

なれ¥i!i しいものでゐりました。

一例をを官話交鉄王子について見ますと 、受話M: を耳に

挟んで、左手でこyを書いて居り 、右手でコー ドをつなしv

Ｍ｣ＺＭｽ［ｾＮ 旬 、 ｊｩ ￯ｊｉｽ［Ｇｩｬ こ受 付 をやって居りました。只当に必要な



所に丈 ｾｾｩ だな 人 が居る。有 ｲ 政的 な 人 がまったく ￸ りませ

ん。更にザ務を筒援に出来る様に総べて償式のカ ー ド・

システムを採用して居ります。之を助けるに諸計算機が

あり、更に進んで電気式の cost-keepi ng  machi ne 

から、叉l 台 1{怠円もする I B M も使用されて居りまし

た。此れは伝票が参りますと 、' l I1気てー紙にパンチす之。

後は比の段以を: u n す丈であります。如何微に主主総な計算;

でも機械的にやってしま います。悶trゐ: 機肢から、高性

能の機械迄ー速のものが使われてたJ ります。

斯る機械がよ延して日本のお負会社に当燦る かどうかi'工

疑門と致しましでも、又日本の』設な] : l J 式或いは方法ては

直・ちに役fι ぬとしても考えさせられる問題てあります。

次に施工方面に関しまして2、3の気イ-JI，、た711項を，1ι 述

致します。

何んと云いましでも 一番目に付 きましたのは打ち政し

コγ クリートの見事さでらります。打、1i](l. コ: / " リー

トの迂物が市; 郁也の美術総築と特を: ; i ' ; . へて建って日ても

少しも奇裂に感じられません。引の手際の凡さは侭:J1を

苓目を苛j 松 に使用し、誕の写 L I:f iされた脊 11 を仕上げと

して配るものもある起でしたo . 附ξ コゾクリート打の出

来る理由を考えて見ますと、先ずｾｾ 11こ、イN1守材として

使月｝す る Ｑ 耐水ベュ アカ ‘ 極めて発 主主して ｊＺｩ ｩ る ｾ ｪＨ、第 Ｒ tこ、

緊張保とセパ レータを兼ねた強悶な{ 反狩滞金勃j をf 使用し

て川主主lio 第 31こコゾクリ ー トに入れる admi xt ur巴の

発注ＨａＮ ｅｾｊ F ozzol an cement  ｾｾＧｯＩ 第 Ｔ は欽銃刀、

骨の設計 がＺｦｗ動Ｚ若手を 使用す るに ｍ 利な 科 、第 Ｕ に Ｑｾ 枠の

出来映えＨＧￌ恰も家具ーの仕 口 の織に寸寧な ｊ ［ｲｾ宇治 一 体とな

っていろ践に目、われます。第 4 の羽ー闘に f. _t ミケましでは、

鉄筋は殆んど異形i担識が使用されてJJi り、m: :1' ! 拡張筋以

外の鰐には 7 ツ F か殆んど十j いて居り ませ ん。鉄骨は工

型鋼てしかも熔接工法も併用して居り極めてスマ ー ト九ー

架慌の様に見受けられました。鉄骨を主として民り ます

為、 fぷ) ) t するにしても至って簡単て採録i立を巻いた" i : て

コγ ク リ戸 ト打ちしている光ゴたにも出会いました。又ス

ラプ主加こ対しても金網を張って J ; J t - れにコゾクリ ー トを

打つ工法 ( Gri t cret e) もあります。椛造力此の以て ら

りますからコゾタリ ー ト打を極b て楽で あり 、振勤務の

使用も可能であります。 一方我国の状況を見ますと 、鉄

骨 l主主目立式のものカ' 多く 、又ul識 は蜘妹の栄の様} こスり

混みフックの玄なった処等で l立浪J災ゴての入るのが困難の

殺で主，! J ，振動2ff の挿入すら困難を感ずる有総です。止ヒ

の点設計図に於いても早急に研究する哀がらります。

次に縫註コゾク リー トも若若しし・発注をして居り 、 ｾｾの

強度も ー紋コゾク リF トと大差泣く 、多少セメントの盆

が憎加する程度・ですが 、 業の重量の軽減から来 ｾ Ｎ ｦｴｊｾ 骨材

o 節約可能を考えますと 、充分に民主旬、採れる様てミあり

ます。蛇石を使用したもの ( Zonoli te) 鉱浮を使用した

込の 仁Wayl ite) 、頁岩 ( Shale) を続いてf'1 ' ったもの

空宇治: あります。此の Baked  shal e  の商品名を

P. aydi t e  と云って居り ます。 叉起泡剣j例えば -r )レミエ

ウムに粉末を使対j してコ γ ケリート がプラスチ ックであ

とー聞にガスを発生して、軽量にするJ ! I も行なわれて居り

ます。

ガ ラスの発注 も亦注 目に値する事項でありましょ う。

尚子面白の起しぐ大きい窓面積の建物が流行して居る様

てあります。之に( ' I Heat  absorbi ng  glass を使用し

てこそ ｊｾ の合理性が領かれる訳であります 。 之は Ｒ 枚磁

子で符ｾＱｩｘＺされた枠 付 のものもありますが 、 Ｑ 枚で も 英 の

作用をする繭子も作られて民ります。叉安全硝子。強化

硝子も到る所に使用され、枠なしの 1枚ガ ラスの扉は 回

目1で見られ大流行して居りました。

施工機械も大小工事に拘 らず殆んど機械化されて居り

ます。滋に注意せねばならない点は米国では英等各種の

機械が一巡の作業を理市勤する事に依って能率が増準して

居るのであって、英の何れか1つ2つを取って我固に持ち

宅つでも米国に於・する程J8率を挙げ得ると云ろ点であ り

ます。市内工事用のコゾグリ ート は吟んど r eady mi x  

てありますからぐイ円しシカプを除ぐ〉現場に砂 ・砂利・

セメゾト白湯勾の施設は勿論の帯、計量器怒i もらり ませ

ん。止とのれ丈でも整然として庶ります。そして例えば 強

度 30ω Ibsj sq. in  の コンク リート方掲 げ 弗 と云

う様に必只されて日・師 、叉其れを製造する工場? こは、 何

れも優秀な研究所がありますから其の製品:x信附して 使

用される釈て生、ります。此等には完全に練ったものや、

又は dr y mixed のもの等もあり、絞ったものでも半

時間伎の迩搬は普通の秘密であって、運搬中も絶えず緩

く控持 されて展ります。

現場に於lするコンタリ { ト迩搬に( - ; t Mot or buggi e宮

と云って杭1}1に簡単たエゾジ γ の付いた自走式のものを

使つ居ります。叉コゾ宇 リー ト打には必ず振動訴を使 用

L 、:j{: の吟んどが需動機式俸状のもので、之をコ : / 7 リ

ー トに締入し振動させ乍 ら絶えず移動させて居ります』。

叉コゾみリ F トは常に同一高さに打ち上げて行く羽を第

14f 作として厳守 して居る様であります。 組立後の仮枠

の掃; 令には圧縮空気を使用して居ります。モルタル練 り

や、プラスター絞りにも夫々小型のミキサ ーを使用して

尻る喫柄てあります。

経合金の使用も随処に見られました。

以上色々と詑述致 しましたが、今度のZ慢を期間が極め

て短かった上に、視野の狭隆と説明材籾の過少の為に、

内特の不{liii 或いは間違いの点、がたい とは云えません。 実

等の戸ｽこ就て ｬ 士 、 今ｾ各 ｦ 立に於かれ更に広く 見 開し 研究

されて、補正下 さる( l i を願ってやみません。

仁筆者、消tJk組常務取締役〉
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鹿 島 A. B.  C.  C. の 設 備 工 事 に 就 て

まへがき

主主白の建物( 士、広島市比治山公

耐内 に昨 竿10月竣工を見た。米国

li ;( 子力委員会の所有せる研究所で

あって、原子放射 能の人体 及。: 必

t J こ及す髭響を研究主題と した純

計の医学前 研 究所である。その併

比 t" J : 日米共同でなされ厚生省が之

i ユ協力し、50忽余のア メリカ 臣語学

刊と2∞余名の日本側学者ーが、人主員

不幸nのゐにJ ' J : m: な研究並に調査を

して居 ξ 。この建築工事の主体そ

の他、仕上げの一部に関しては、

山に建築維誌や2、3の雑誌に内谷

の概怖を. i &: べたの℃、:leii(; ，; ): この

./iJi-究所 の 特 災 性 で あ 仏 設 備 工 事

i  : 闘してアメ リカ式な伐材及施工

訟に就て簡単に御 報告・しよう。 向

本誌の34年 10月坊の 口絵に之か筏

引写ぷ及び怨 i紙記事か掲4比されて

し、る故御覧:闘えれ! 主宰甚』乙ゐる。

高 ＵＱ 図 ａ ， ｂＮ ｃＮｃＮ 令 ｦｾ ｪ 司

Ａｩｬ Ｒ 悶背ｩＧｦｪｪｾ凶

! i I 羽入 口

日

輔画展1 衛生工事

PJu mbing  E quip menr， 

衛生工事の各項目に五る仕j剣士

夫文的75頁 て相 当尼 大であった。

)'1..' φヤ血管反接手工法、給排水工

訟を詳細に指 定 して出る。この資材 は総て支給ff ちであつ

にが為め、こ の受渡しゃ整理方法l士大変 な 仕 事 で あ っ

た。叉 工 事 方式 が 一 切 隠蔽式注のと建築工事と機能 的 ｾＴ

. J ' . 止を工程共他に於て保持する技術的苦労も一品でなかっ

た。前この概要守、抄記すれば次の如 くである。

給 湯 方 式 iffilJk発生機仁Hor wat er  

Generat or) によって各様に給湯をなす。

。この i )t : Yク J tま650 i ガロ γ J 2基 ( 42' ・x 108" ) で

Ji!I. 熱 特 量 ( He ati ng  Capacit y) は 450 : - ガロゾ」てあ

る。ヨ抗告湯温度は、140
0

F '- 180
0

F である。之に 白働混

野 勝 好

度 調 節 弁 及 湯 水 混 合 三 万 「バβ

ブ J ( 3  way  v alueコを利用すご

る。 給水は特別院，] 1 < i ポンプ」 を

設置した市上水道 で、 引込?I-J; は 5

吋官である。丸給湯、給水は、tl.¥

素50/ 1，000，000以上を含む溶解液

に て 完 全 に 消 惑 を し た も の であ

る。 pipe 配管 の勾国は給湯管l主

流れ方向に上り・100/50択で各管 C

排水管〉加圧試験を凡 ゆる音rφ に

つぎ実泊した。邸ち 排水 管 及び「ベ

ν ト」管については約15ポゾドf

f壮士! 乙方吋給水、給湯官には100ポ

ンド f 勾平方吋の水 J::f訊i段を1時間

F民泊 したo f，¥: 衛生設怖 にもHT:I く給

水、給湯「ガス J i ェア ーJ i バキュ

ーム J i ベゾ ト、 パイプJ ) した

1，2" - 4" の以公l玄15. ト γ ｦｾＯＺ てあ

った。耕: 水胤 の銘玖花i; 2"- - - 4" は

r J14. トゾ{主: - ( : あった。向災験室

には米国製の特殊而胤: 封IvJ<管を依

J.JJ しi : ー。之は特別重盆の而括支A誌の

久:，iV::"ノj 、なる鋳鉄製のもので、経 系

13%- 14，%を含有しその耳以i 扱 lはt 特

ｂ矧別 ｬリ ｬ凶の注意カがＺ必喜要 ｴｺｲ である。又各管管創 ｾ Ｑ

混材 lは主夫 J々苛用途に口! ぷじ たl商E白瑞5印古能E主率彰の

布包み wool  Fel t  絶縁管治が、{似d必』

則されて居る。 又一切の工Z事lれLに闘

し 1ケ年間のJ'l{討!来止託泊設定ぢtれL  

て J(i干可: る。

2 媛房換気工事 Heat ing and Vent i ! at i on 

1Jf: i巧は弘7]( 及温風再式乙ある。温Jk暖房 は 「ポンプ」

によ くふ強制11首選ブ戸えでらって、緩房すべき床面積は

;i!l; B50  ￞ｾ 余りである。放熱ｾ＿［Ｚも室の 用 途に応じみの 如 Ｚき

J

鱒

搬

績割置

1. 

各極のものを使用している。

「エロフイ ゾ、パイプ、 ラジヱーター 」

長 10・- 18' 

/1 jY. i J i正製 H  

「ユニット、ヒ ータ- J

「ヒーチソグ、 コイル」

2. 

3  

4. 

m 

脚 註 ( 1)  At omi c  Bo mb  Casual f y C o mmi9Sion の 時

109価

191/ 

131/ 

21i 



じり・ E ｾニ Ｂ ・ Ｘ

よ二、川 A  

エーr ‘ D

じ ソ ｾ E  ｾニ Ｏ ｾ 2  

に二三

ヱニ v ‘ D



30 

全放熱濁演は、10，900平方爽で1坪当 りの放熱唱積は、 12，8平方

!!Rてある。室; 有温度1"1外混18
0

F の時一般の室が70
0

F 苧術室 は80
0

F

でゐる。 尚之等17. 凡で自働的、主主置によって調整される。

「ボイラ ーJ t" 1 自働式給油の 「ケワ二 ーJ K ewanc e  式 「ポ

イラ ー」にて、常用圧力100非/0" 150馬力の畏堕式のものを 2基使

用して居る。給油l士容最 8，000 rガ ロ γ チγ グJ 2基を設置し、総

て調整は問動式制 ｪ 禦によってなされ ｾ｣ 之の使用鉄管は事そ ＱＱ Ｖ ＮＵ ト ヅ

である。向自動調節装置は屋内の「サ F モスタツト」が; 畏遠の巻物

に為って外気温度及室温度の変化により電気的にポイラ 戸宝の三方

グアルプの開聞をして泡度を調整する。 一方「ポイラ戸 J 自体は

「ドラフト、 7 7 γ J rオイルポゾ プJ rオイルバ ーナー」が電気

的に退噌され一定の圧力? と撚視を経済的に消費し、 1= 1 . 卸食性なき様

連絡されている。従って入手を研ど要する事なしに一定穏墜に室f震

を保つ段に「ボイラ ーJ ( 1 . 運伝される摂て=ゐる。筒各部管は使用匡

カの 1 f音半の水圧にて 8 時間の「テスト 」を行った。

換気は飲物研究室及講堂には Hcat i ng Coi l  を以って調節され

た給気装置をなす。 Toi let 等1"1 rベゾト j を利用した自然換気

をなす、之は屋上にて 4 吋の径を有L 、屋根鉄板との取り合せ部1"1

凡て3/3" の鉛板を君主Z裂に作り 出した防水的な物であ るつ

苧術室関係、研究室及効物室の各排気口にほ夫々 F a n を設置し

強制換気装置をなす。叉換気( 士「ダケト 」を使用し、 「ドラフト、

ゲーヂJ 及「ェア ーヒルタ ーJ I全容易にlfi り替えの出来る例萌を摂

び設電 ｌ 壁、ＺＺＺＺＺＺｾ静岡こを通る伺所に Ｑ ＱＮ防火用「ダゾパー」を設望号 ｌ 、

且つ「〆タト 」作ザ?lこ("1自動「〆ゾパ ーJ を適当な所に取り付けで

ある。之が使用欽1・反17. 市鉛引の? o号- 24非を使用し、 F a n は6吋 ~

14吋径のもので主、る。叉凡ての「ダクト 」は蹄斉装震をなし防燃、

無真、防虫枠を有十る! 事1/2" の鉄板でi賛成し 「ダクト J の内側に緊

給される。叉排気送風骨量の間 口司<: 1こは: 蛍洗止めの r ;-; " ; / パー 」を

設賢十 る。 向「ダケ ト」内の風速は柔て高速力毎分 550
P
R以下である

事が指定きれて居る。

3 電気工事

近代文化設備の母体は官気設附であろ。特に木抱設l士 前 述 の 如

〈 、凡 ゆる設備が向動的に機能を予在庫する ｒｾ 係上、こ ｆ コ電気 工 事ぼ

照明設備以外? こ於ても配線1"1勿論、 :yt イ虫の施了Z苦情而に姥多の新工

( S ) 失や新工法が必要で 為ったo l : 蒋内容を分1損すれ:--;_f;¥の如 〈なる。

凡ての穂町界 R 及電灯に関十る詩句J i Z，ヨE匂

仕様書の他 の部 門に於て要求されたる設備＿と〉 、 、 ｊ ＭｴＭｾ安全 「ス

ヰツチ J 調準採及装置[ 91J え! 主

1. L aundry  E qui pm己nt c:> ntr ol. 仁役濯機設備〉

2. 0i l  Bur ncr cont rol. a合内燃焼設備〉

3.  T her mostati c  .  cont rol. (  ｉｾ 度 調節 設備コ

(6)  

(7)  

a.  

b.  

m

E

-

t哲6 図 ユ ニ ッ ト ヒ - ? -

右下に附設してある b のが白働背筋号事でめる o t 部のものが温度

言代古盗当な針度を輿へれ: 主下笥1 1 ) ものでスイサチ争入れれば弔全

体の温度が所定の混受に注する 芭自輸的にカ Y トし温度が下れば

ユイツチがはいる。

第 7図 ロ ピ { 天 井富E管

t百8図エキスパプシヨン廊下天井

m- 9図 廊 下 配 管 i  



4.  F eed. Va c uum， Compr essor  P u mp.  Vent i l at i ng 

f an ( 空気 、 換気設 備 コ 等の自動操作に必要な動力配

線

c. 電話』臨交にｾｾーなる配管共他工事

d. X 光 蝕装置 に対する送電 設 備 ( Fee，j erコ 及調繋配線 、 尚 之

は2?....oV の 15P. K. V. A. であるo

e.  停電時用電灯及一切 の動 力設備及配組等 でｴＮＺ，る。 ｾ瀕は電 圧

3，300V て低圧例は 120Vj 208Vでおる。 叉配線方式t- : t 三柑凶i Ml 式の

「デルター J Y ー結嫌であって、変圧器は主幹相100K. V. A. を 3 基 設

備し予備用 として 100K. V. A. 一基を附設した。電線は住友製のも

の 大小 取 りまぜ延約18，OOO: n 、電線管t- : t 延的7，OOOm である。電灯

中室内は総 て 蛍光ラソプでー General  El cct ri c l !裂の fJ レF バ ー

」 付で長4沢、4 0 W、 2 :<f;: 又 は4本。 並 列の特 殊 な 光 色 を 有 し 灯数

440灯 を 施設した。又凡ての工事は引渡日より 1ヶ年間工事 の 保 障 責

任を有す るものである。

むすび

近代装備と文化路設に微底した米国流の設備工事t士、 建 築主 体 工

事と有機的関連の元に歩調を揃え凡ゆる部門に亙ってその工事が進

められた。基礎工事の初方の段階より仕上に至る間 特 殊な臨床研究

所 と し て の 先 墜 な 施 設 を 実 現 す る zJ n - : t 突に並大低の努力でなかっ

たが、特に自動 温 度 調整関 係は最も技 術 的研究カ ｾ ｾ忍 であった。

我 固に於 ける設備 関係は現在 に 於て 甚 だ幼 稚であり 、恐ら く20竿間

の聞きがt . : ，るかと思う。一日も早くか L る設備工事の普及すること

を望んでやまなし 、。 ci 在者 ・竹中工務庖設計昔「最〉仁26，3，7)

1li 14函一階電気ペイパ吹込

窃 10図配管をカバーする。

第日図内祝仕上( 廊下〉

床アスフアル トタイル天

井配管はサ; 7. へ・ンダシイ

リングにて包まれて居る。 :

1.il" 12図 11関に示した廊下

の天井内部的配管これの

仕上りで窮11図である o

1li 13図盛光灯取付図

これは玄関受付でテープ

ノレ後方E査の中央にボイラ

ー' 者よりの表示号普及ロ ー

ピー廻りのサーモースタ

ツト劉節若手が設置されて

居る。段中の熱〈見える

ものはユユヅトヒーター

のJ J.. ーパーである。床は

7 ;7.フ 7 J レトタイルであ

る。

百引5図電気笥廻り
官16図棟西安婆図 ヨンタリー ト芭鉄板芭木

遣が夫守契る色で塗り上げられて居る。
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• 
( 1) 恒助ミシン展示の←脅1 ( 2) ガーテ' y度場町出品周の旗 ( 4) ジャックス商会の戸外展示

ノ-¥ k ス タ ン

日 本 館 建 設 記

年新たまって去年の赤ゲット詑もをか した: 話ですが、

もうそろそろ 3 ヶ月以上にも1 . r . り、大分記f立も薄らんで

来ましたの正忘れぬ中に在日企の管岐に御報i止した丸、と

思ってこの頁をl頁〈事にします。

T 月3幻l 日に大阪を立tち，: >Ei 臼の与♀L車靭朝l月l耳及と

のドパ戸スヒピ- ドで飛び出し香港シ γ ガポ- ノルレに各 1 年泊i  

9 日の午前} にこ，パ《キスタ y 国カラチに到1泊7ηt しました。

前以て内地加工したi Z k ' 賀' 他建築材料の到起を待って、

'10 日高m後で 750坪の鉄骨造アルミェウム貼り日本館を現

地人の指揮をして驚く様な早わざで建て上げ 9 月15日の

日本館開館にとにかく間に合せて、初日の商工大臣出席

の下に催された、レセプシヨ y の夜:包いで叉空路 9 月29

ｾｉ 無事東京へ帰って来ました。

往復を入れて約 2 ヶ月、 本当に究It ら℃行って飛んでj沿

ったと云う様な短期の旅行だったので、特に調べて参っ

たと云う: J Ji もなく、只私の責任を裂したと云うだけでこ

れと云って皆名義に特に御報告ーするJ J i もないので す刀、建

設の方図の模倣主主の報告に致します。

私の パスポ ートの番号が2732だったと思し、ま す。とに

かく戦後G. H.Q，から許されて外国へ出かけた人がそろそ

ゐ3000名近く之とるのですが、大部分は米国であって教会

の牧師が行雪、学者学生が留学し 、役人が行会、会社の

l立役が経 済界を代表して渡ったと云号風で、行って来

て、只びっ くりして帰ったと云号事と報告している織に

思え るのでありますo '1;' 私の仕事は見て来るのでなく仕

却をして来 ζ と云号事行ったのであります。
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坂 永 金 重

印度の西端、新興国バキスタゾで、日本館建設と云ろ

建築技術者として非常に簡単な仕事でありますが、II! : 界

の各国を相手にして、日本の技術プラ γ トの愉出を戦後

初必て許されました。機会を得たわけでらります。

バキスタ ンと云う国

バキス 1' ' : / と云えば最近ではすでに皆様も新聞紙上で

よく御存知ですく¥すでに昨年目パ通商協約で 1 年 間

8000万ポゾドの取引をやろ号と云う新らしいお得意と云

う国で; f . ，りま 'j- 。

第 2 次1陀界大戦の結果として、 1948年の g 月15日に英

国の印度統治からネール首相のｩＷ Ｑｾ 、る印度税邦と共に独

立した新興国で、背からの因縁つ設のヒ γ ズ戸救とバラ

モ γ 教との宗教上のいざこ ざが、日本を盟主とした東illi

の独立運動にカを得て、英国から分裂したものでありま

す。

この分裂も日本あたりでは、自然に出来た隊に見えま

すが、突に凄惨目をお L うものがあった検で、パキス F

Y にだけしか居りません関係上、一方的の事しかわかり

ませんが、土地の教徒がある地方では、皆殺しの目に合ー

ったとか伝えられています。今だもって印度とパキス F

Y とは兄弟でありながら、血を争った兄弟で、互に敵国 I

の織に思ってゐるのでるります。そんな風である上に、

分裂した時の土地の分前が大体回数徒の人の多い地方と

云う事で分れたので非常に大きな国を得たが、それも日

本の 8 倍からあり人口¥- ; t8000万人もあって、殆ど工業と

云つでも何もない農業国でらります。



シルバークル ープの棉花、 コ'- J' テゾクル ープと云わ

れる快! #. 産舗の T 割以上 もあるジュートを始占う、 小麦、

ｩ￺ｬ 脂、羊毛 、 皮 Ｑｦｩｾ 等のｩＺＡ産物のみで政府としても非常

}こ、工業が発達していないl I iを心配して ，国の方針とし

て、 Ｕ ヶ年計画の工業発展計 Ｑｾｬｪ を作ったのであります。

この万国博覧会 L 物 1 つで外国の機械文化を 自国人

に兵く見せる惑にあって、Mとか数f了しよろと云うので

あります。

その織に建国の熱が非常に高く、 7 度日本の務断の織

な状態で・あると云えます。それに自分主主の建国は日本の

オJ かげだと云う風力・感じをL 、だ」、ているため、到U; る所で

大歓迎を受けました。

政府も市民も非常に好意を以て私書在: を迎えて呉れまし

て了、 パキスタ〉J の博覧会{ i ; 日本館成功によるものだと云

う線な事を云いまして、出品物の好評によるのでーしょう

が、建物の偉容に対しましでも非常に鰐裂を感じていた

事長であります。

カラチ市

ｾから砂浪の真中の飛行場に降りた線な感じでありま

したが、降りておどろぎました。立派な欧E主連絡の中け

いエアポ ー トでーす。ラ γ グ- : / 、カルカツタと設昔前のよ

いの fこ先ず、建築υへとしでびっ くりしたのですが、滑走

路の舗装と迷避、誘辺道路、駅の中央待合室など、パキ

スタン政府が国の名声をかけてやっただけあります。

駅から市内まで約自動車で 40分、これだけのェアーポ

ー トになると先ずこれ位町から縦れなければならないん

"e:_ しよう。

そのカラチと云うま停は字の泊り砂浪と云号事でありま

すo itJ.i 誌の系中に出来たI I l Jで、人口約120万、その中20万

佐{ i : 回数レフェージと云う。

避餅民で家なそ、町の Ｑｾ 劉に天幕や土の告誌を作って

主主して¥， ' "Iす。

英同永年の殖民地政策の結果としで、上下市民の食宮

の遣さは大変なもので、宮める人々は住宅lえに大汗な敷地

をしめて、包 γ クリートプロツ 9 治りの二階建、ベラゾ

〆のついた様なスタイルで庭をまわしまして、自動車や

防車を必ず持てし、ます。

出 ｪ の 方にはこれ等に使わｾｾる、 Ｑ 部ｾ［の住宅が馬屋の

僚に一様をなすわけで数家紋が家族一同で住んで‘ いま

ず。

中流と云うのか、学校出だとか、役人月給取のサラす

戸マゾが町の中央部メイゾス トリー トの両側に立ちなら

ぶ 5- 6 階建のアパ ー トでホテル住いの者であります。

中央商業中心地にはチヤ γ パーと云うピノレが建ち並ん

でいます。 Mれも古い ものでは南及瓜の石を制み上げ屋

棋瓦をふL 、たもので新しいものは鉄筋ブロ穴。桝造とな

っています。

並んだ所道路の立派さと道の広い革、立派な公倒、建

物が務理にｾんだ点で日本ｾ＾ｴ見られ行 い 風来可 Ｕ す。

銀座とも云号エルフイ γ スト γ 街等の各商腐では欧米

一流の品をー杯大ぎなショウウイゾドウに放べてありま

す。

印度だから暑」、#al . 、土人の庶る所 ι 考えて居たので・す

が ，十1
1
々潟、与より余程すぐれている所がある様です

6

それに町には最近式の自動車から 3輪車、 4 輸馬車ζ

ラク〆の荷車、 ドゾキ ー2 輪車、デイゼ凡でまをるトラ k

カーと快界中のあらゆる種類の事が走っています。

市の商業の中心地バゾドロ ー ドの西方から市役所にか

けて雑踏証言りは自動車に乗ったま L では動けな 1. '{I.Iで

す。両側の筒脂、両側の歩道に並ぶ出活、大統領のおふ

れのはだし撲滅運動の簡易靴屋、種々の雑貨から、メイ

ドイ γ ジャパンの布地屋、金物屋、万年祭屋、街頭印度

菓子屋、ミルク紅茶屋ーがならび 、その中を市民がしごく

のんびりとワイシヤ? をス、ボ ν の外に出した様た恰好で匂

歩きます。止級の人は自動車に乗る、 一寸お買物には馬

車に乗ります。町の市民等は人力事に乗ります。

小さな豆電球やら風車までつけて紡鹿に飾lったお伽ぎ

の事の織です。バスや市街電車と云号トラムカ ーは一般一

市民の乗車用でゐります。

印度と云う所ti 1 l f : 界文明が初まったと云う所だけで非.

常に暮し易〈貧乏人には長ｾｾ合が良ろしし、。

前のレ 7 コードに生天幕暮しですが、天幕主主しの出来

る方ti 大分程度の高い方と云えるでしょ号。とにかえ一

家を持ていると云号事です。

印度の絵などでよく見るあの頭にかぶる布裂 1枚あっ

たらよく主主せるのでおります。カラチ附近では非常にド

ライなものですから、 1 " ' f ・中殆ど雨が降。ません。雨期

と云号 6 月前後でやっと務の様な雨が降るのが普必です

議伶"fI 切幽 222987の庖

創業30生存 古い信用と新しい技術

ピ 1レ デ イ ン グ の ク 引 戸エング工事 l

古 い 住 宅 が 新 築I司様になる美索工事} 請負

新築住宅K お手入れのい らぬ美紫工事 J

お 美 素 工 業 所

大阪市東区瓦町n界筋〉三和ピノレ三階 電話北滋⑧5邸 8番
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( 5) 建設現場員

(6) 白木館鉄骨!.m建て始を

"( 7) 日本留の鯉のぼ均

。) ＭｾｊＢ 館の外観

( 9)  . . . . . ，" ギー館の庭園経は; i I ( 踊から持診した

ヒユ戸ム管。

ので辛抱すれは道のはたに布 1 枚頭にかぶってねれは鼠も引きませ

ん。

1 日働けは 1週間前後怒ていて暮ぜる国でありそれだけ人々も働

かなくなったのでしょう。暑いから働かないとも云えますが、食べ

て行くだけなればそう働かなくてもよいと云号事です。

英国の東印度会社のやり方が人々をそろさせてしまったのであり

ましよろ。上照の貴族、地主、貿易商、等はこれ等の人々の管胤を

しぼって宮を得たのです。成程英国は大きな安庫と消費地を持て栄

(5) えて来たのです。

(6) 

日本館建設

日本がパキスタイ γ 政府からこの| 尊覧会への出品を懇話されて、

実際に計画に乗り出じたのが 5 月頃、東京の日本貿易館の内部に出

品協議会が設けられて、お役人計画のああのころのと云う机上翁ば

かりで、ーこうはかどらないのを大阪貿易館の方から無理じいに押

しつけられた仕事がありました。成程私等技術者の海外進出の絶好

の機会でまD IJ _ どうしても引受けねばならない義務もおり乗り 出し

たわけです。そろ云う御註文を聞いたのが 6 月末で鉄骨造 570坪、

建物は会期終了後ば現期で% 払う金まで予定に入れてしごく金のな

い予算の組合ｾあります。設計して内地で加工、 Ｙ 月初めの開会に

間に合わすにはどろしでも 7 月始め神戸出帆の英国船マツキグゾ号

より仙はないと云ろスケジュールで、逆に計算しますと、設計を含

めて際積するまで、 2週間しかありません。

戦後初b で建築材糾を愉出ずる事になりますので、手続闘係もな

かなか大変なl : ( l = でした。

幸い大林組さんが犠牲を払って採算を考えなL 、で工事をお引受け

(7:) 下さいまし‘ て工作の方から手続外価の問題、渡航の事までfl すから何

まで、全機能を発録されて、この仕事をやって頂いたので、成功し

たものと感謝して居ります。

初めて聞きますパキスタ γ カラチ市の郊外と云号事だけで、あち

こち聞きまわり、どち K か見当だけつけて、ただ暑いが雨の降らた

いと云ろ条件だけで、スタートしたわけです。唯一の場内日本館敷

地の割当て 1300坪を見当に、憐りにチェツコスロバキア、ベルギ戸、

前が米国G E会社と云号事と、夜間開場 と云う以外、隣りがどんな

建物で、どんな事をして呉れるのか、さっぱりわからないまま、計

( 自} 薗をし工作し、船に積み込みました。今以て当時の私等の心臓の強

(9) 

さにあきれるばか句です。

博民会建築の常玄手段である何等のテ{ マーを作って目立たしあ

ると云う考えが、この計画では成立たないのでして金がない: $ と、

現場で現地の人等の手で、簡単『亡組立てられるものであり、船に積

むのに便利な滋小 さく分割組合せました。

結局張間10聞のものを縦に並べ、これを何等かの横の廊下の綾な

もので結んで全体としての恰好をつけ様とする方法をとったのであ

ります。

目立たしめるためと、何かの意味と云号車で、一部に高い60尺の

鉄塔を立て 5 色の吹き流しと、 5 聞の鯉のぼりを上げて見ました。

そして夜間の照明効果と太陽熱を反射 さすためと両方の目的で、 外

国を総 7 /レミニューム波板モ貼ったのです。ころすれば何だ鉄骨倉

庫に塔を建でただけではなL 、かと云う事になります辺、本当に内地



にで も建てるのだったらそう云号事になるでしょう。

これでカラチで大当りをやりましたc 日本館の成功は出品物の多

量で外国を圧している事もありますが、ー にこの建物の外切にあり

ます。性 ｬ 隣を圧しました大十ｾｉｩ成と、夜 ｬ 士銀 色 に蹄きまばゆいはか

り、光 るパピ リオY として会期中見物人を集めたわけであります。

大 きな窓J A P A Nの浮き出し、地図、円 の丸、皆人々を印象づける

ものでした。笠高〈ひるがえる鯉のぼりを人々は員を見はらせて見

、おきました。私等は建国と力を表現ずる、新興国ペキズ i' y を祝

ったのでありますっ

生れて初めての飛行機のJirぽをしたのですが、初めて洋食を食べる

と云う職人 4 名 をつれた旅行も大変な割合す。到る所で赤ゲットを

やった才t H t . 内緒にしておぎましよう。カラチに近いてからが大変な

ｾ￧ です。これから私絡の大苦戦が初まったのでず。英認で話す惑だ

けがもうー〈たぶれです。

手 ｾｪ 方割合うま〈話せたと思って尉たのに夕方にたると少しも言葉

が出て来ないのです。時によっては全然話が泌じないZれがあります。

先方 も学校で習った英認なのでしょうか。私の云う事が分る日とわ

(10)  

からない円があります。暑さの方は思った程でありません。外へ出 ( 11)  

ると U もくらむばかり、成程温度計は室内で3 o 度を上下していま

す。併し空会ゆ乾燥 していますからあまり感じません。

7 月13日に船が入浴ずる予定でそれまでに凡て材料を陸上げする

準備をせねばたら えと云 うので急いで飛んで行ったんですが、行っ

て見まずといつ船叫べ，かわからなし 、。自桧社に聞き合せますと、

10 日にコロンポを出たとか出ないとか、はっきりした事がわかりま

せん。

シンガポールで出か ｊ に朝鮮明ｾにづ ｬ か ｨ って 、 軍議資材の荷組

荷おろしに手間とっているわけです。こんなict・ではどうにもなりま (12)  

せんので、祝祭を兼ねて毎日民事に采って現場イ行ったのですがカ

ラチの効外と云うより、砂漠の災ん Iドと云ってよ」、位です。

都市計画で住宅地になる様に政府住宅建設予定地0 0会社と云う

建て礼が立っていますが、避難民の天幕が続くだけで何もない前で

す。お隣りは立派な刑務所がありました。その引き続きに政府の印

制局が今工事中ですがとにかくひどい所です。

8 月の中ばも過ぎ、開J羽まであと 2 週間と云うのに会場自身( " 1 、

ほんのベルギー鎗が大体出来ただけで、これはベルギー自国から私 ( 13)  

等の計脳同様に全部の材科を持て来て主主て u 、るのです。それ以外

何 も出来ていません僅に期をほり草花が大変な努力で植え込 み 中

で、 7].くがないので毎日の水やり手入が大変です。

こんな司王で私生事:の カラチの見物が仕事を初担うる前苧って しまった

i $ になりま した。今から考えれば、 この署・い所でこの前の休炎の時

聞がどれだけ必夜だったか知れません。そうしている中に、前か ら

注意してし¥た病人が出ました。私もその l 人ですカド下痢が続ぎ、

熱が出て来る、頭が痛し、7 度チブスにか L った様で、 1人なり 2人な

( 14)  

り致しました。全員 8 名の中 6 名か L りました。中には、危篤状態

にまでなり 夜中病院までかつ ぎこみこれはど うなるかと心配しまし

Tこc

了度工. 事に諸手ずる前でも; t ; ; ，り ま したい 7 度吉宗で した。

紛が滋きますと、税関の手続き、巡搬の段取りをせねばなりませ

( 10) 憾覧会の夜景

(11 ) 会場風景

( 12) 会場風景

( 13) アメリカの クエネラ ) Cモ- ? - 7 - の外観

( 14) ベルギー包

35.  

'、
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( 15) パキス F ンクヲプの工事風景

( 16) 会湯入 口のレ リー フ現地入の作員

( 17) 会溢λ 口夜景

(18) 大統領のλ 挽式

( 19) 日本画面入 口の工業生産図

ん。初めての仕事で万事うまく行 く筈がありません。博覧会の仕 掛

でもあり 、 日本館の事だ と云 5 のだ最も良い条件で他の諸外岡 より、

も早く手続をやって呉れ るのですが、何分のスロ戸モ F シヨゾでや

っとの事で; 30日になりま して、現場へ鉄骨の第 1荷が自動車 と、ラ

クダの荷車に乗って到泊しました。これから私等 の 仕 Ｎ ｾ防 ｚ 初ま る わ

けでず。カラチ に到だI宝章しまず と部也最大の工事詰負業者をご軒お

とづれ工事の援助を求めました。 内地から作づぞ持って行きました

青図と仕機奮を見せま して、見積り をたのんだのです。先方 も今ま

( 15) でに鉄骨の工事 もやった惑も あ りますい パキスタンでは、1、2を

( 16)  

以てする詩負業者であり ますが、何分に も日 木の工法の仕掛をやっ

た事がたい。育ー図を示します と一応分 る様ですが、 どろも夢官買を得

力: い。どんな物をどんな具合に組合せるのか、現物 を見た上でたい

と見積は出来ない と云いま して、材耕が何時来るのかと毎 日の織に、

やって来ま す。その黙心 さと時聞の正路 さに一寸技術者として敬 窓

を表せざるを得ません。 自転用自動車を運転してやって来るのですー

がど ろも気の議で荷が前いたら知 らぜると云った具合でした。さで

全部の建設材籾から組立道具が、30 日に活きま L で、3・3負 符Fそ別々

に呼び見積習を提出したのですが、これが私等の予定 L たγ. 殺の約

3 倍、余程現WJの械子、突貨幣も見込んでありま[ た庁、大fj i : 円木

人の能率の 10分の1 と云う事になります。 何吹これだけか、 ζ かと

云ろとそれ以下でやれなし、。やれるお: らお前等がキって見よと云い

，まず。大分足元そ見 られてはいますが、調べますと? 軒とヰ l手ピ問

機。この時分には問木政府代表の方々も見えましで、日本; 釘H士9 月

15 日に開館ずる事が新聞にも発表されまして、 1 B  ｾ猶予出来ませ

ん。そこで 自分等{ ' l : 日木政府技術代表としてやって司えたのだから、

(17)  と云 号機な事を云つで、やっと P ｾｇ ほどの価引きをさ・せまして 、 や 。

( 18) 

(19)  

っと契約をいたしたのです。

これが英国式のお負法で決 L て工事の明細書はないので為りマを

す。 後で市内の建築事務所を2、3廻つγ パキスタ γ の建築家と話 l

たのですが、建築家が絶対信じられているのだから、工授は頭金だ

けだと云います。建築家は平聞と透視図だけをきめて、 これでいく

ら予算がスる、 これでお負業者が自負ろと云うので、 とても筒斤で

す。極度に建築家が信用さオロス、ると云号事は絶対でありまず。円

本の建築家兆五Eいか怒いか、 こ>. ;主で行きたいものです。

きて契約を l ま 1 て、工事にか L 句ますのに大廷でありまず。足

場、丸太の継続びから、教えでか L ると云号次第ですで。スコッ 7.

1 打も L って来ません。何から何乏で l' 、!士tlJ から持って行つアJ; けたれ

てすが、 これにはつくづく感心 L ま l た。

4 人の目木の略人が一部見本に作ってやりま 1 たら、背感心 l て

見ている。手に取ってう雫くやるなあと感心 しでいますが、さてお

oli 等この通りやって見よと云うとさつはり出来ません。寸肢幼税同

の 小 供にｾせるのと同じです。これを指渇 ｌ て行くのカ Ｇ Ｑ Ｎ まから Ｑ ー

し Ｑ ［［ｪ＾Ｚの 丸太 望を Ｕ 人 位頭 ｬ こかついで行くのですが 、 ｾＮＩ ろ 時は 小

屋組が組立てを間違えてひ L くりかえりかけて府るのに、イIl j もかま

わずに平気宅、間違ったたり目茶苦茶に取付けろと云ろ風です。大

勢が蟻の様にたかつてやっとの事で、何 とかやりとげました。あま

り心配なので毎日の. 様に日負の? こ1". 長にただすのてすが、心配無問、

自分か請負ったのであるか らすべての支任は自分にある。. 技術の上



の指庫マピしてJRれという。こちらは新保どころか、毎日

現場の板の上} こねて、10日間夜 もわず、顔も洗わず、目

ばかりぐりぐりさせる位、やせ細ってまるで、どちがク

リーかわからない顔付金になりました。

微夜、微夜の10日間、鉄骨がまがりなりにも建ち、屋

根が主主け、艇が財られ、仮設の足; 場も取り払われ60尺の

高搭に Ｖ 聞の鯉のぼりが制がえり、銀色に全紛が筒Ｎｬｾ

J APA N の字が浮び出した鰐しさの余り、これでやっと

内地へ帰れｾと思ったのでゐります。感激の日掌 ｴ 健在柱

列に翻った時の喜びが今以て忘れる ｾ￧ が出来ません。

会場廻り

さて博覧会が聞かれ、日 本館1が訟を聞けて見ますと 、

来 る わ 来 る わ大変な]fcであります。 何分詔ーい闘ですか

ら、日 が暮れてから入均するので 1 て、夕涼みを兼ねて

やって来ます。上流の人々はそれぞれ自家用車で来ま

す。

f) I: 円似l助 2 万位の人が来るので、時には婦人デー等設

けまして、 6 万からの人が入ったと云号事です。そろな

りますと日本館 Ｑ ＱＮ毎晩入場骨ｩｉｊｾ県をせねばなりません。日

旅館では、会場第 l の大きさでありますし、 l 晩中ガチ

ャガチヤと機械が動いています。ポ γ プが 5 色の水を吹

き上げでいると云う風で、入ったら止ってしまって動き

ません。

パキスタゾの人々は、印度ではそうでしょうが溜は禁

じられている。夜は町の到る所にある喫茶j古でお茶をの

むか、日夫副ーを見るかだけが、最大の娯楽であります。だ

から自然防覧会でもあると人によっては、毎晩何か知ら

ず、 i盤びに来ている。会期中¥" I シ戸ズν チケットと云っ

て、回数券が発行されまして、特等は自動車が当ると云

ろ風な、日本の宝くじ式のものを発行したのですが、

20枚もある回数巻を売り出すのを考えても、何度 ι 夕涼

みに出かけるのがわかります。

給物も ｌｾｪＧｲ 、何か ＹＺ ｛Ｑら日オと云う国が偉い ｚ れをやっ

ている、と云う珍ら l さから、何でi . 買いf l i ' ぃ、金がな

くてもいくらか売るかとたずねます。米国、英国、 EIJll ま

は虫が好かなし、から、日本I" I 好きだと云う甚だ簡単な気

で人気があるのです。それから印度人の天性と云います

か、市先上手で、何でも見るとすぐ売って呉れと云い、

自分ほしくたいものまできくので、お前が{ 吏うのかと云

ふと、転先するのだと云います。

戦後3000人の有名な人々が世界各国を見に出たのです

が、どんな離を見に行ったのでしょうか。ただびっくり

L ただけの岐に思います。

日本館に出品されていますもの L 欧洲品に比べてど ろ

でしょろ。どう慾目に見ても機械、雑貨類で l士、仕上げ

デザイ γ ではおくれている械です。それもその筈でーす。

日本製品では戦前そのま L の物を出品しているからで

す。日本の向松草のー例をとって見ますと同じ厳紅型の

もっと良いメツキがしであるハ γ ドルもびかぴカミl てど

こか具合が良さそろな、タイヤのプムにしても、ずっと

良い品物が F O B 仙絡で 、日 本品よ り安いと云ろ離です。

己れでもいくら日本 品 に人気があＷＮｾと云っても高くて必

いものは売れる筈t主力山、でしょう。

元来日本人は録用なので小々の修] 虫tt 自分でする司、の

ですが、印度の人や外国の人々は l当分でたど修理を致し

ません。カラチの町. ( . 自転車が沢山走っています l 向転

車屋も町に見られますが修理をしているのがあり主せ

ん。盾. 頭に組立てたものを並べてあるだけです。つま句

英国、ベノl ギ F 型車の自転車は丈夫にしてゐ h ます。紛守て

て部分がぐらぐらしなL 、。 1 度貿ったら、ぼろぼろにた

るまで修理する必定が沿い位しっかりしているのであり

ます。

手ま b な日本人が外lofi¥人も同じ似にこまめに修理 1 て

呉れるだろうと思ってい L 力11減な物を作るからです。大

いに考えたければならない劫ーだと思いま L た。日本品は

部分品として大変立派なものだそ号です。宣告斜イ1:上がE互

いと云う; : : ¥} 也、こんな互いによると思います。 500の円述、

の各商社や製作所が却001こili:¥， 、機械、繊維、機貨等マヒ出

品致し大. @! 況を主主 l  :たj 、けです。

この M覧会に参加しま L た諸外133114ヶ国については、

私等建築人にとって特} こ興味を以で見ま L たの¥- : t ペパギ

戸館だけであります。

出品物 の内容について大いに考えもし 、 参考になｾ牧 ｪ

が非常に多かったと思います。叉建築材羽特にボートと

云ったものに非常に興味のｾるものがありましたが、建

築としては何もありませんでした。殆どが、各s4や各商

社がパキスタンの建築会社に依頼して設計施工事どしたも

ので、コゾクリートザロック造の雇主体に片流 L の庇を下

げかけた微な t ので中日さもふっております。討・幽上見る

べきもの怜ありません。

ベルギーのみが日本と同様、す べての材糾を巡びま l

て大そうな手間をか' ，- j " て組立て λ おりま L た。 日本館と

ねらいは同じで、鉄骨造で、1l l i 鉛波型欽』反王まのヰ家 300

TV- f立のものですが、鋼管を用いまして10間張で 6 聞の小

屋に 2 間づ し下屋を葺きおろした織なやり方で、特

に面白いのは鋼管をJ -li ¥，、まして、千千百li 点に鋳鉄のボール

ト締め1怪物を月lいたi 1 ; もであります。工事中を見ましたが

寺 町 / ) ス

フローリシ' 7 ・

! pt党代 i晶. 1¥. 番

骨任蝿ユー

目辺工業賓限曾紅

.，..隠lIIi1!l匝 II I'"耳IU.. ( W- T 邑 主

ｾｩ 品 Ｑ 佐高畠ｻ今 ＴＩ 2877.. 4471 
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特に足場を立です・組3ケーて金物を使って鋼管パイプを延し この事 ｴ ｩＺＺ私の 方 から為る理由でお断 ｨ 致 しましたのｾ Ｍ

て行って組んでいました。特に私等の非常に注意を払い すが、工業を発展させるた砂、段々と 日本から繊維工 場・

ましたのは、照明が全蛍光燈を用いた. : 1 $ 墜俸天井に全部 に限らず色々とプラ ゾト輸出が考えられている様であり

布地を用いて工作の手聞をはぶいた事と、全部隊列に天 まず。 1 つの博覧会の 日本館の建物 の内地方江をや旬 、

然色写J*を使っていた事であります。 現地組立てをして使用後は何かに利用すると云 ? o 建 物ミ

7 度私がこの建設のためカラチに参り ました時、清水 の輸出を戦後初占うてやった事になるのであります。経験

建設の方が公人奥地の紡績工場計画のため現地打合せの を得、現地に到りまして、印度方面に於 ける模様の 1部

出張されていたのですが、私 の 方 に も 同 線 た 計 凶 で し を知りまして、建築技術の海外への紹介 と云う点、で赤ゲ

て、機 械類の輸出と同時に、その機械を入れます建物の ツ トの旅行で終りましたが、 何等か得る所があっただろ，

輸出が計悩されていました。 うと思います。〈筆者、 日建設計工務株式会社技姉コ

石 綿 ス レ ー ト 標 準 仕 様 書
其の二

関 西 建 材 会 編

鎖骨母屋のスレート葺付の場合 (波形スレート屋根葺施工法)

デ三エ ｾ Ｉ Ｑ＠
ｾ＠

告存 、、;二.. 

生存

凶 午， .::::::;:?-_二伊F 、¥
四

，...-:...，.."図

会存
第

五

凶

第 1 図 7 : / グル母屋に裕妻金物
第 5 団 レール型母屋にフックボールト

第 2 図 7 : / グノレ母屋にフックポ ール ト
第 6 図 パイプ母屋に両フックポールト

第 3 図 パイプ母屋にフ 、ソクポールト
第 7 団 チヤゾネル母屋にフッ クポール ト

第 4 同 I 型母屋にフ、ソクポールト

波形板を鉄骨母屋へ到、j けますには鉄骨 I 型、チヤゾネル翠! 、 アγ グル型、〆イフ型援は叉レ戸 J レ母屋等のg刷 。

形状に ｾ￩ ［ じた フックボ ー ルトを用いチツトにより締付け掲載図面の立 ＱＱ く芸イ ｊ げるのであります。

アスフア J b ト・フェルト 。アスフアルトルーフイング

J l S ( 日本工業規格) および砂付ルーフイング

標 準 仕 様 書
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第 一 . 縫 則 4. 3 アスフアルト・ル ーフイゾグは b表の規定ならびに

1，1 この規絡はアス 7 アルト ・フエノL ト、 アスフアル ト 巻付け訴験粘指試験、ア スフアルト浸透訴験および漏

ノレ ーフイ γ グ] J ( び砂付ノレ ー7 イγ グに適用守之。 水香里験に合格せねばならなし、。

第 二 百 震 原 紙 5 表

2. 1 原紙は紙鵠統1/; 40-60% 羊毛、綿、 l蒜その他: f t } ; 物性あ

るいは智正物性長繊維60- 40. %を原糾とし、平1骨柔軟か

っ分厚にすいでつく・った毛のでその種 類および標 準 重

量 l"j; 1表による。

第 三 章 アスフアルトフェル卜

3. 1 アスフアルトフェルトはl京紙が十分乾燥した ものに

臨時日本官島民格第59号石N!製品に規定する針 入 度30

ＭＱＲＰ のストレ戸トアスフアルトを ＵＰＰｾＲＰＰ Ｐ ｃ に加

熱溶融させた ものを平拘 に疫透させたものをいう。

3. 2 アスフア ルト ・フェルト の種類，種別，佼則原紙の笹

頴 1巻の寸 法および重註( " j ; 2表による。

2 表

種 類 | 工一一一亨 2  サ一 寸

詔 一 一 一- 71IJ I寸 有 十 円 程二 寸 有了 2百 十l

］Ｍ ｦ￦ ｟ 亙ｊｦｦＨ Ｍ 紋 ｬ 二 ユ 一三一ＭＧＭ ｾー ｟ｌ｝
鱗 m ｾ＠ 1  1. 0，- 9て一一 l _ I _OJ lI._

- 長一 一ij-- m 1  42 1 -4S-:-3- 42 1  43. 3 

1m二 正 二豆 亡 二 三ρ一 二 二 」 一 一 吉 6 三

3，3  7 スフアルト・フェルトは 3 表の規定ならびに巻矛

ｈ け誌験結諸説ｾおよび Ｗ スフアノレト浸透試験に合絡

せねばならない。

3 表

種 一一一一嘉一一1 そ;・ : 2 今 |

「 1!i - - 一 一査 一 一 一寸 志 一 ，-i可 士 宮 耳目

面 積 m: _._i! 旦主1_4_1弘主!

アス 7 ア ル ト 合 有 率 % 1 80以上 。80以 上 |

:一一荘一- t百五T ト12W，了

弓[ 猿 強 サ k g  I一一一一一一」 ー←一一一

i  J検 1  5以上 1 6以上

加 熱 減 量 % 125以下 125以下

吸 水 一τ戸一一一% ー内百五7 何百五7

第 四 重 ア ス フ ア ル ト ・ ル ー フ イ ン グ

4.  1 アス フアルト・ル戸クイゾグI" j ; 原紙にアスフアルト

・フェル トと同機の加工 ( 3. 1参 照〉を したのちさら

に臨時日本棋準規格第29号石油製品に規定する針八度

10- 40のフロー γ アスフアルトを 150
0
- Z00

0
C に力勝吉

溶融したものを表裏か ら被覆した止のをいう。

4. 2 アスフアルト ・ル ープイゾグの種頼、極別、使用原

紙の種類 1 巻の寸 法および重量( 主 4表による。

4 表

綾 瀬 I 1 号 I 2 号

経 . i J IJ 1  1 穏 I 2 種 1 1 穏 2 種

使 用 原 紙 1 1  号・ 1  3  号}

巾 m I  1  1  0. 97 I  1  I  O. 97 

長 サ m .. 1- 21 --1 21. 6  1-ヲ士一Iz r百一

重 量 k g  1一一- - - - - z 2一一一一1 3  0  

第 五 重 量 砂付ルーフイ ング

5. 1 砂付レー 7 イゾグはアス 7 アルト ・ループイヅグの

表面に標準網 7 ; レイ 34を通過し、標準網 7 ; レイ 1. 4 を

通過しない紙砂をスキ間なく庄前 したものをいろ。

5，2 砂付ル ーフイゾグの種別使用原紙の種類，軍盆は 6

表による。

ＵＮＳ 砂付ル戸フイゾ グは Ｗ 表 の規定ならびに巻ｾ 付 け試

験粘i & 訴験アス 7 アル，ト浸透試験および湯水 試験に合

絡せねばならない。

7 表

I  ;- 口 ーヒ竺士一面 ・ ftt m
2  

アス 7 7 ) レト合有率 %  i  250以上

|  証一「1 6W. 王 -

引 援 強 サ k g ト一一|

1 横 i 8札 上

加 熱 滅 料 % 1一一」旦主一

吸 71<: 率 % '  10以下

第 六 主 主 民 駿

6. 1 アスフアルト含有率

訴験中の寸法および重量を正確に測り適当な抽出稼に

入れベゾゾ 戸ルによってアスフアル トを抽出する。抽

出君主中の溶剤が諸色しないようになったとき試験片を

抽出器中から耳支出し空気中で溶剤を搬発さぜ敬布 粉t;，

るいは砂の付前ずるものはこれをハ ケで払し・落し討験

片を重量既知のヒョウ盆ピ γ に入れて 105
0
- 110

0
Cで

30分伝可乾燥 し、冷 却 後 の 重 量 を 算 出 し 州1重量とする

誌験片の全重量をv V，キ地重盆を W ，散布粉あるいは

砂の重量を W
2

とするときア スフアルト含有率lt . つぎ

の式によって計算 し百 分率で表わ寸。

アスフアルト合桝］主二与ニ主ｾ x  100%  

ｾｾ＠

6.2 引蚤強サ

閥 1 5 mm，長さ 2 0 0 mmの試験片を製品の縦横の両方

舗



向からそれぞれ 5 枚以上切り取り、シヨツパー式引張

訴験機によってi試験し、切断の瞬間の荷震の大雪さを

読み 、 その平均債をとって引張強さとする。

6.3 加害容濃畳

批 m
ll

の試験片を製品から 2 枚切り取りヒョウ最後

80<>C土300 C の加 熱器中に垂直に 2 時間つ るしてから

取り出し冷却してヒョウ.i 詮し、その滋量の平均値を百

分率で表わす。

6.4 吸 水 率

7c m平方の試験片を製品から切り取りヒョウ量後25
0

C

の蒸溜水中に24時間完全に浸 l 'てから取り出し表面に

付治した水分を乾燥させ周閤を巾 2c m切り滋して 25c

m
ll

とし手早くヒョウ量して! l &水量を算出 し、疲水前

の重量に対する百分率で表わず。

6. 5 : J ! 普キ付ケ鼠験

巾 2 5 mm，長さ 20加 1 mの試験片を製品の縦続両方向

からそれぞれ Ｕ 枚切り取り ＲＵ Ｐ ｃ の水中に ＱＰｾＱＵ 分間

浸してから取り 出し、アスフ アル ト・ 7 エノレトについ

てはl Om mアスフアルト・ル戸フイゾグおよび砂付ル

ｾＷ イ γ グについては ， ＲＰｭｭ の直径の丸俸に そって

180 度折り曲げ 8 枚がその表面にヒピワレを生 じない

場合合絡とする。

6.6 粘 着鼠験

5 αn平方の試験片10枚を重ね 40g / c m!l の圧力を全而

に加えて50
0

C土3
0

Cの加 熱部中に 4 1待聞置いてか ら取

り出 し10枚中 8 放に粘茄のない場合合絡とする。ただ

し周辺切 口の粘i'fi は考慮する必要はない。

分業制度に就て

急激に流れ込むアメリカの思潮の受入れは私等にどん

な事を教へているだろうか、それは高度の分業主義でら

る。

如何にアメリカの資本主義が構成されているかわ此の

分業制度を見逃さずにはおかれなし、。

その惑に就て私は現在私等の諸官庁及半官半民会社及

大会社の組織が如何に非分業的でる るかに穏かざるを得

ない。

それは例へば一端の建築函に於て云い度いJ j J の一つで

ある。今だに営結諜とか建築部とかが非常に多くの仕事

をしている事である。

なぜもっと英のパ 戸 1. の優秀な建築事務所に依頼せな

いのだろろか、そうすれば国家も 大会社も予算に経済的

なものを見い出す事が出来る のではなかろうか。

然し又反面私等のグル戸プがらまりにも多過 ぎる職業

に見えるけれど、実際は優秀な専門建築事務所が少な過

ぎるのである。

総て広い範囲の「何んでもや」建築事務所が多いので

ある。叉そうぜねば生存出来ないような社会になってい

40 

6.7 アスフアルト浸透鼠取

製品の中 Ｑ 杯に巾Ｕ｣ ｭ の単状試ｾ片 Ｑ 枚を切り板り

これを全体に亘って号l裂いたとき何処にもアスフアル

トの浸透しない倒所がたい場合合絡 とする。

6.8 漏水鼠験

直 径 1 ωmmの円形試験片 6枚を切り取りミユーレゾ

式水圧試験機によって水圧を加え、水庄 8k g / c m
ll

に

対して漏水したいときこれを合絡主ずる。

6. 9 この章の試験は製母 100巻きにはその端数を 1組 と

し各組から 1 巻を任意に選んでこれから雲寺験片をと っ

て行う。この場合規定の試験に合格すればその組を合

特とし合格 しない時はその組からさ らに 2 巻を任意に

選び再試験を行い、そのろ" Q 1 巻でも規定の試験に合

絡 したいとｾはその 組を不合絡とする。

第 七 意 包 装 お よ び 表 示

7. 1 製品は巻いて 1 巻とし、これと悶ーまたはそれ以上

の中の丈夫な包装紙でしっかり包むもりとする。包装

紙は完全に製品をー廻りして重ね自をノリ付けしなけ

ればならなL 、。また何れの 1 巻も規定の長さに2投2の

製品をつど tt て巻いたものでなくてはならない。

7.  2 製品¥-:1: 1者ごとに製産者ならびに品名、種類、種別

寸法( 巾、長 さ〉および宣量を明らかに表示しなけれ

! まならお: ¥，、。

例 製 造 家 名 アスフアルト・フェルト 1 号 2 種

O. 97J11. x  43. 3m20kg 

仁田島応用化工株式会社提供〉

る。

それを改革する怠慾も簿らいでいる、なぜならそれわ

あまりにも個人主義が多すぎて協同精神に紋I t t ている。

デゾマーグやスイスのよろな行方に研究しつつアメリ

カのみミの資本オニ誕の良い場商を多く取り入わたらどうだ

ろう 。

それは私等の思想の中に流れろ日木古来の倫理の問題

にも 関 係ｾ るけれど 、技術家わるまりにも目に見える出

来事ばかりに@f究せねばならない境遇にあ る。

ー! f : の目的、郎、人聞のポイソトを「もっともっと」大

きく深く知り 11に見える物体に表現発表するI待機が来て

いる。

叉総てに於てそれポ個人も社会も 国家も世界も定右さ

れるのである。と云う 意味の分業主義の高度発注を望ん

でやまない、 J I ; ゐような社会構成を築き乍ら少し・、資産の

国ほ少いらしく国家の文化を創ろ号ではないか。

夫れは一人り叫けんではならない。一つの組合的な協

肉体に依って徐々に進むので 、ｾる Ｐ ・

その一つの動きの役割として" 1 1 ] ，会の使命は買いのでら

ると私¥- : 1: 思う。 くX 生言む



会 員 動 静

会員各位の動静お詳細に指紋さして] 頁合たいのですが

時局の影響で、誌面の都合に依り遣感乍新入会員の衡l氏名

と御紹介者名とのみに止めさして頂5苛度く追て総ての点

に余裕が出ました節は各位の御満足に添ふ予定で居りま

寸、。

何卒会員各伎は会員倍加と会勢に御協力あらん巧l を 熱

ｾ 致します 。註Ｈ ) 内は御鰐介者名

入 会 若

.二 号 会 員

仁本 部〉

日本鉄鋼輿賜む桧社。' I . i i ' 士建設株式会社。横塚} 治会

三丹築業大阪蛍業所。峯建設株式会社。八尾工業有限

会社。油脂化工社大阪営業所。株式主社大藤組。膝森

工業税法金位。

仁和歌山支部〉

和歌山スレート株式会社

;正 会 員

仁王伝 部〉

岡本一郎〈岸好雄〉岡本利一。釜石米一 〈谷村定i i ! D

川崎重敏〈指物哲〉川村極主自1¥( 安井武雄〉木J;(!照9.c。

北尾治三。! 宗明汚夫3 電出奥義( J 究部好則〉主三回 陸 -

ｃ 吉岡嗣 ｉ ｾｉ｜Ｉ 杉本治仁石川消つ鈴木勝ｽ。高問実。玉

置孝次el¥( 大阪産建工業〉凶)11幸一仁小川幻1I 菩貞〉榊

原三郎 仁大海卯ーコ西村議ー〈和田豊〉花崎昭子三。 I京

岡武雄q 福岡辛苦C尾亀市VLWI ¥) 占回庄太f'rOi痛手f 1宮〉

襟 通 ( 架 岡氏討〉吉岡! V ; lぷ;

，( 兵庫支部〉

主主宅文俊 ο1: 尻敦也〉小林作;治仁兵庫支部〉

〈京df¥支部〉

今問繁鍬〈金森梁雄〉間三1>: 1色治山1¥( デ; 木古1ft ) 同村郁

夫〈白石昨ヨコ中村幸次郎仁二木泊〉三防1宛版 C岡本

↑芳吉〉山口伊作

，( 九州支部〉

大綱又男仁詩哲奥.佐〉郡山主児 (' it釣口忠雄) Ｗ ｾ ｊＷ ｪＨ貞丸

仁岡本塁是治虫i¥) :塩地 平 Ｈ市 ｏｪｾ 彼 〉深 尾実郎く［匂脇町 Ａ ｦ Ｚ て お

藤竹庄次自11 CI古川貞次郎〉安II I 拓ぐ 偽 ］ 与 ｾ ｬ 斗 山ｪｪｊ ｪ 政

吉仁詩草与粍〉

( 中国支部〉

佐藤伝一〈飯塚控訴吉 ｊ 鈴江民 一 仁 、 ド弁幸仁 〉 雨水定 ＱｾＱ ｾ

( { O; 木々長治〉市原古:il U 上村! 防芳) bi古 実 仁佐古

兵之〉

h仁和歌山支部〉

岡悶消太〈栗林一馬〉川崎正義( 今津吉A コー刊、4守男

仁高岡良治〉辻本惣ーく厳木芳一〉中間労二 C癒/ 1正芳

一コ的場政一

:て地方会員〉

桑原男。小西俊彦( 安時J宍佐男〉野崎 I謙三仁井上正志〉

浜口文雄仁浜口弘〉準会 員 。 永 義 正 仁会問荘一〉

J皇 会 者

二 号 会 員

( 本 部 〉

大阪窯業仁株J 。黒島竹材( 株〉。小崎建築( 株) 。ぐ株〉

敦賀建材商庖。日電建設く株J 。 ぐ株〉備本組。 C株〉

丸十硝子庖。

仁九州支部〉

朝日設備工業( 株〉

正 会 員

仁本 部〉

秋山圭，荒木久義、伊藤義一，伊藤経三、一色放雄、

宇都宮邦士、小川俊郎、大窪常夫、大塚! 照夫，海妻郁

夫、梶回国次、川同一夫， )11村大治、木下昌次、国間

稔、坂本圭司，笹岡美代吉' 田 口 治、回中彦次郎、

辰巳茂男，高野新治郎、堂領栄獄、徳田昇平、橘崎敬

一、西山昭二こ、林義雄、松尾関之、美浪進、南誠彦

三欠昭男、村井毅、山根正次郎

転 居 転 勤

二 号 会 員

〈 本 部 〉

CAJP 池田組大阪出張所凶|メJ Oi 町南通1の1。ウオー

タイ ト建設 C株〉 北lえ堂島上1の19。 近畿電気工?W

C株〉 大淡町区大仁木町2の9。務藤久孝司王務所，斎久工

業〈株〉エ変更。白木スレート〈株〉。磐城スレ ート〈株コ

ニ変吏。理研光旅株〉 スタピラ戸工業〈株〉ニ変更。

理研+ ツシユ〈株〉 西淀川l>i 野里町1133
0 く株〉松

岡組浪速区芦原町1183

C九州支部コ

下僕苔 ｾ 妻出張所宮崎 県 見場稼支問 ｉ 三 宅 ＴＳＱＹ 妻建設

C株〉ニ変更

正 会 員

吾妻議一 兵庫県鳴宅付日本競姶( 株コ。 畔上良治

都島区都島本通7畔上建材開庖。有栄苑 締 芦 屋 市 宮 城

町55。池田三QI ¥ 張中市大字服部431。宕元自E維 工佐

野lベ; 猪飼野東3の34。右京喜男掌中市大字南乃桜山

29。大沢政夫大正|又泉尾梅之町4 阿木安達工務活

大 内 力 夫 東区平野町5。 中 井 組 岡 田 毅 北 区 宗 是

町大ピノレ 701号。〈株〉 青木 組 雲 川M磁 都 島 区 相 生

fII J 270  ｃ 株〉中道組毛川忠司域耳 ｮ豆 南中浜 町 Ｑ の Ｒｾ

市住12号。 駒 敬 三 天 王 寺 区 惟 寺 町46。才木芳晴旭

1)<: 荷島町' 385
0

( 株〉金子組清水利掬西区江戸YM2

の 5 日産ピル。山下寿h ! 1¥設計事務所問中誠一 北区

堂島上2の110C株〉 去め り か 屋 長 閏 正 雄 西 区 京 町

椀通2の37。仁株〉大阪建築事務所酋川芳 夫 府 下 中

河内君E柏原町市村249。酋村兵三二 北区堂島北町17

( 株〉郷組 C東海支部より〉。椅本勉尼崎市戸の内関

41 



和11の93の1。久間良吉府下中河内郡高安村大字水越

73。肥後感史 北 区大深町大阪鉄道管理局施設長付蛍

務主転中国支部より〉。前川守渚浪速区南関谷間r2の

5。前内文二皇[1 北 区中之島3朝日ピノレ福畠〈株〉顧問。

松下十三雄 北区樋上町38大和建設工芸く械、〉。松本平

ヨ 芦 屋市茶屋三町15。松浪太郎泉佐野市本町4803

三島国男 八尾市萱振835井上正久方。薮内幸紘阿倍

野区王子町3の26。吉岡猛城東区左専道町占6宮本ニ改

姓 若木皇太郎 西宮市高木字苗代404。渡辺袋三 浪

速区敷津町2の12波辺工務自。渡辺義温 浪速区敷津町

2の12渡辺工務底

C兵庫支部〉

伊東正也 芦屋市西山町6。 新 名 産 夫 西区土佐ぬ! 通2

の19。国土春一 尼崎市元浜町五の1211。永田武縦神

戸市灘区赤阪通5の25の6三校男方。坊ケ内{ 命夫神

戸市東灘区本山町野寄字畑田66三井倉庫本山祭 C準会

員より〉。松村志津男兵庫県武庫郡長元村小林字f ! S 山

26安 藤 邦 男 神戸市未発区本山町中野435

C東海支部〉

粟会幸之輔名古屋市中 lベ材木町1の5 銭高組ぐ本部よ

り〉。上原倫三重県鈴鹿市岸岡町弘同売方〈本

部より〉。河会房治蚊半市黒野' 430の2 谷川勝次郎

岐阜県持斐諒揖斐町高砂土建〈株〉ぐ本部より、。 日比

会 務
〈二、デ. 月分〉

理事会 2月8 8 211寺2(ゅより朝日ピル で大林副会長外7名

出席、 会員詮m<喋他 1 月分会計報 告、建築講習会径過

報 告、天理教東京会銭建築設計懸賞競伎の件等を議了

した。 3月8 8 2時30分よ り朝日ピルで竹腰会長外7名出

席、 定時評議員会開催の件ー提出議案決定、昭和26年

度牧支予算の件 l 主詑知f 計に一任、創立記念日催事任

企画の件- 3 月30日当 日は準備の都合上4月叉は5月に

延期計画することに決定、創立35周年記念卒業発足の

件一計画、予算等評議員会に附議することに決定、大

阪市内主要路面敷使用問題の件ー建築現場詰所主宰の[ 既

設陸橋許可方を関係方面に懇話すること、英他報告 3

件。 3月24日2時より朝日ピルで竹腰会長外6名出席、

評議員会提出議案追加の件一役員重任の件を追加に決

定、昭和26年度牧支予算並に記念事業予算の件ー主詑

主計より提出の原案承認した。

会事事委員会 2月22日2I!;f 2(ゅより 天神椅分獲で大海委員

外4名出席、 3月以降の見学計画につき協議した。

主記主計会 3月20日2時より朝日ピルで尾崎、大下、亙

三理事出席、昭和26年度牧支予算案尖他につき協議し

た。

緩衝郵門評議員懇苦笑会 3 月248正午よ り朝日ビノしで飯

回評議員外12各出席、 26年度副会長及びf A写飯沼自者に

つき協議 した。
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野繁雌; 名古屋市西区米岡町1790

C中国支部〉

今弁芳 広島市宇品町151' 目埋立地。上村勝芳 岡山

県上道右ｾ浮田 村 北方 ＲＴＸ 石原ニ改姓。立 ｪｬ ｬ Ｍ 志広島 市

街木町l の539の10 n玄関正一 広島市段原山崎明r591

く京都支部〉

岸本小波岩本制介ニ改名。押jll fOi ー 京都市上京阪，

黒門i函丸太町上ル55宮永方 〈九分l支部J:り 〉

く九州支部〉

伊藤前 小倉市砂浮砂原町266 i潜水建設小倉出張所

。 也 方 〉

宕崎島治 ｮｾ 千葉県市川市須和国 ＸＶ Ｐ 小 田昌三施 Ｑ ［

邸中央区宝町2の1清水建設蛍業部。 治水一雄 東 京 都

|止問ヶ谷i玄成城町o09。杉本逸m¥ 高松市福岡町135銭

高組高松出張所。恒岡俊行静岡市西千代田町民蛍住

宅28号。留岡 信 東 京都千代田区大手町J 1のl 間級事It

岡崎出張問く本部より〉。 藤島哲三郎 東京都中央区

飯町1の7安藤組本庖〈九州支部より〉。 山 手 研 吾 東

京都武 ｪ 波野市西 ｾＲＹＲ C九州支部より〉

準 会 員

鍛治延男兵庫県有馬町. 三回国r1816。悩符正己申11戸

市東灘区本庄町深江749

ｾ務委員 会 Ｒ 月 Ｓ 日 一時 より朝日ピル本会々議室-r，; 小

川副委員長外5名出席、 4月号を大林、鴻池両氏の特締

号と決定 3 月号編締説明

2 月17回 一時より朝日ピル本会均議室にて小林副委員

長外 3 名出席 3 月号編腕検討及外国制ほt; 制訳の分担l k -

アメリカ号の編鰐の再打合せ

3 月108 一時より朝日ピ J レ本会ベー議室t二於て小林副委

員長外 3ti 二月号原稿料の決定附月号の写以版の撰定

を小川1委員担当とする

3 月31 日 一時よ り朝日ピル本会々議室にて小川、小林

両副委員長外 7 名出席、 三月号当誌の批評と 凶月号写

真版' ! ，jJ 付の変更、五月ー弓'1こ各委員会の業績報告の付与二

打合せ。

ぺデスタ Ｑｌｾ ￎｩ
太洋組株式曾批



1  

建 築 積 算 便 賢 ゆ 13回〉 木材石敏表仁其の三〉 仁単位ーー・・石コ

寸

|長: ' OR I  6. 6R 1
10

.
O R  i  13. 2R I  20. 0R I  1 巾 5. 0尺 6. 6尺_ I _ : ' O尺 || 1 3 2尺 20. 0尺 26. 4尺

30. 0尺

Wf. 

. 25 . 45 O. 1125 1  O.  1485 0. 2250 0. 2970 

. 50 0. 0625 I  0. 0825 O. 1250 '  O. 1650 り2500 0. 3300 

. 55 0. U688 V. υ908 υ1375 O. 1815 υ2750 U. 3330 

. 60 O. 1500 0. 1980 0. 3000 .  0. 3930 

65 O.  1625 0. 2145 0. 3250 0. 4290 

0. 0875 I  O. 115G υ. 1750 0. 2310 0. 3500 0. 4620 

. 75 0. 0938 i  O. ＱＲＳｾ＠ O.  187G 0. 2475 0. 3750 0. 4950 

.!:'O (1. 1000 I  O. 1320 0. 2∞o  0. 2(，40 0. 4000 0. 5280 

. 8o 0. 1063 i  U. 1403 0. 2125 I  0. 2!:' Oj  0. 4250 0. 5610 

. 90 0. 1125 U. 1485 O. 2250 O. 2970 

. 95 0. 2375 I  0. 3135 0. 4750 I  0. 6270 

1. 00 O. 1250 I  0. 1650 0. 2500 I  0. 33∞ 0. 5000 I  0. 6600 
一

1. 10 O.  1375 I  O. 1815 0. 2750 I  0. 3330 0. 5500 I  0. 7260 

1. 20 11 0. 15∞ |り 1980 o  3∞o  0. 3960 0. 6000 I  0. 7920 

1 ω :1 0 . 1 6 7 5 υ 2 1 4  0. 3250 0. 4290 0. 6500 I  0. 8580 

. 30 . 3D 0. u43υ  0. 05S3 0. 0900 0. 1190 

一

0. OG9J  O. 1050 I  O. 1386 0. 21∞ 1  ｾ幻 ＷＲ
一

. 3o 0. 0525 

O. OCGO 0. 0792  O.  1200 O.  1584 0. 2400 I  0. 3108 ・

. 45 0. 0し75 0. 0891 0. 1350 I  0. 1782 0. 2700 I  0. 3o04 

. 50 0. 0750 υ 0 9鋭J :  O. l GOO 0. 1980 0. 3000 0. 3980 

55 (l . 0825 O. 1089 0. l G50 0. 2178 0. 3300 Ｐ Ｎ ＴＳｾＶ＠

60 0.09υ 。 り1Hl 8 O. 18∞ 0.237(;  0. 3600 I  0. 47o2 

65 ;1 0υ975 0. 1287  。. 1950 0. 2u74 0. 3900 1  0. 5148 i  

70 O. 1050 0. 13総 0. 2100 0. : :775 0. 42∞ I  0. 5550 一一一

. 75 I  0. 112u 0. 4500 0. 5940 一一

. 80 0. 1200 。. 1584 I  0. 2400 1  0. 31C8 0. 4800 I  0. 6336 I  0. 7200 

. 85 。. 1275 υ 1 ω 0 2 5 5 0 1 0 3お6
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建設資材の審査について

一昨年くれから本会内に建材審査委員会を設げ建設に

関係ゐる新! 日資材の容査を行て ゐる。

之は唱え尻に於ける建材の品質につき其良否を審査 し得

用者側の安心感を得ると共に斯界の向上手E主主を期せん と

するものである 、寺普査の結果優良と認めるもの lこは会誌

で報告する外; 設計施工面の主Tこる!関係先に紹介 してゐ

ー・
0 。

建材業者の受若年申越を襲名望すると共に会員各位並にん

方の御支援iこよ h本委員会を利用される綴御協力をお願

席上げる。

建材審査委員会規程

1. 本 委 員 会 は 一 般 建 築 資 材 の 調 査 、 研 究、試

験等をえにし審査の結果良否を認定し以て斯界

の 向上発達を図る乙とを目的とする。

2. 審査を受け主うとする者は一件毎に所定の

申込書K 別 に 定 め る 審3集会裂を添へ現品其の

他 本会が指定する資料を提出する。

3. 雰 査 の 方 法 は 依 頼 者 よ り 説 明 を 聴 取 し 調 奈

編 輯 慶 告 係 よ り

「建築と社会」誌へ御渇訟の広告主各伎の御晶i t i : にもI

し協会と致しまして誠に喜びに絶ず、各伎の御繁栄を心

から願ふ次第で御座居ます。

さて此度び前月号仁三月号〉に於て係の籾漏に依り野

沢石線セメン株式会社殿の御社名を誤って野沢セ メゾト

t拭会社と掲載致じました、叉記事下広告に於て戸竿来

述続御掲載を頂いて居りました回辺工業有限会社般の掲

載も漏らしまして誠に恐縮に絶へません。

止t処に主主みて御詑び致しますと同時に今後の誤りの絶

無を期さんと警ひ広告係の拡充に専念致しますに依て何

卒御許を頂き度く、益々御勢媛の程を懇箆政 します。

編 集 後 記

l' 可季の中で蒋ほど文学的なスタ ー ト場面の多い今日こ

の頃、建築士も決り学校も始り選挙も有り総でが活動期

に入って来たが 一 人建築Ａ界だけがなにかと経、前ｊＱ ｴｾ 変でス

トッ プになっている。

此のようた時こそ人間らしくじっと膝を下して他国の

事でも研究したらと思ひっ1 . i アメリカ特級号」を読む

会員各位の姿が眼に浮ぶ3
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研 究叉J は必要に応、じ試験分 析等 をす る 。

4.  木 委 員 会 の 意 見 は 全委 員 3 分 の 2 以上 を 以

て決する。

5. 審 査の結 果、優 良品に苅-しては一件毎に別

に定める調査費用を申 し受 け 優良証明書をこ発

行 ず る。

其 の 他 の も の に 対 し て は 意 見 を 附 け て 申 込 者

に通知する。

6.  優良証明 ｩｬｾ を発行した場合は建築と社会に

十品秘する外諸官庁、設計関係者に周知につと

め f訂版必当の方法で宣伝ナる。

7.  優 良 証 明 特 に 対 す る 責 任 は 審 査 委 員 会 に 提

出された現品について負うものである。

8.  優良証明書は発行日より 1ヶ年有効とする。，

9. 木 証 明 書 を 不 正 に 利 用 さ れ た 実 情 判 明 し た

時は直に取消の通知を発すると共に一般に公

表する。

10. 既 納 の 組 合 資 其 の 他 は 如 何 友 る 場 合 で も 返

民しな ¥1、。

Ｎ ｾ ｉＺ ｦ 司法人 日 本 建 築 協 会

多忙九・大林、鴻j也n! ，j i. [長をMi め御送稿下さった執筆者

各位以に削減委員会は心から御礼を申し乍ら26竿脳細委

員会にパ l ゾを政そ号と或します。

そ しで若1廷の五月 l工ド成和歌山に旅してロ ーカル力: 味

を求めて縫く25年度のエピロ ーグと致します。

ガーシンのアメリカ交軍事ｾもいっともなく夜 ｩ 誌 の如く

消えて行! ! 士す。

建 築 と 社 会

第 3 2' 輯 第 4 号

東{ 貨 i 剖;80円( 主主料共〉

昭 和2" 二p 月2品目印刷 ・昭和26年 " J! 1日努行

編集発行人 戸 }I[ 51. 

発 行 所 設 日本建築協会

大阪市北区中 ノ烏3/ ' 3朝日ピル

包 括 北 浜 ⑧ 1334- 9 番

振 替 口 座 大 限 3 9 9 7 5 番

大 阪 市 北 区 堂 山I 田J G  6  

印 刷l 者 網 野 栄

大 阪 市 北 区 堂 山 田If 6  6  

印 刷 所 研 文 社 電豊崎@街6
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